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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアデータを転送する方法であって、ソースデバイスのファイルベースプロトコル
送信ユニットによって、
　セグメントを形成する前記ソースデバイスのセグメンタからメディアデータの前記セグ
メントを含むデータのストリームを受信するステップであって、前記セグメントの各々が
、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)またはユニフォームリソース識別子(URI)に
関連付けられたそれぞれの個々に取出し可能なファイルを含む、ステップと、
　メディアデータの前記ストリーム内のメディア配信イベント(MDE)のロケーションを決
定するステップであって、前記MDEが前記セグメントのうちの1つの少なくとも一部分に対
するデータを含む、ステップと、
　前記MDEがクライアントデバイスに送信されるべき時間を表す前記MDEに対する1つまた
は複数の送信時間要件を決定するステップと、
　物理層送信ユニットに対する利用可能な配信スロットに従って前記ソースデバイスの前
記物理層送信ユニットに前記MDEと前記送信時間要件を表すデータとを提供するステップ
とを含む、方法。
【請求項２】
　前記MDEの前記ロケーションを決定するステップが、パターンマッチングを使用して前
記MDEの前記ロケーションを決定するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
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　前記メディアデータがビデオデータを含み、パターンマッチングを使用して前記MDEの
前記ロケーションを決定するステップが、
　前記ストリームのビデオフレームに対するケイデンスを規定するデータを取得するステ
ップであって、前記規定されたケイデンスが、前記ビデオフレームのタイプが送信される
順序を表し、前記ビデオフレームの前記タイプがイントラ予測されたビデオフレームおよ
びインター予測されたビデオフレームを含む、ステップと、
　前記MDEがそれぞれのビデオフレーム境界の間にあるように、前記規定されたケイデン
スに基づいて前記MDEのうちの少なくとも一部を決定するステップとを含む、請求項2に記
載の方法。
【請求項４】
　前記メディアデータがオーディオデータを含み、パターンマッチングを使用して前記MD
Eの前記ロケーションを決定するステップが、
　前記MDEの各々に含まれるべき前記ストリームの固定数のオーディオフレームを決定す
るステップと、
　前記ストリームから前記固定数のオーディオフレームを各々が含むように前記MDEのう
ちの少なくとも一部を決定するステップとを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記MDEの前記ロケーションを決定するステップが、ルールを使用して前記MDEの前記ロ
ケーションを決定するステップを含み、前記ルールが、
　オーディオフレーム、ビデオフレームおよび時限テキストインスタンスのうちの1つま
たは複数を規定する1つまたは複数のルールを表すデータを受信するステップと、
　前記ルールに基づいて少なくとも1つのオーディオフレーム、ビデオフレームまたは時
限テキストインスタンスのロケーションを決定するステップと、
　前記少なくとも1つのオーディオフレーム、ビデオフレームまたは時限テキストインス
タンスの前記ロケーションに基づいて前記MDEを決定するステップとを含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項６】
　前記MDEの前記ロケーションを決定するステップが、前記物理層送信ユニットの物理層
同期のためのタイミング情報に基づいて前記MDEの前記ロケーションを決定するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記MDEの前記ロケーションを決定するステップが、前記ストリーム内の再生可能なデ
ータのロケーションを表すメタデータを分析するステップを含む、請求項1に記載の方法
。
【請求項８】
　前記送信時間要件を決定するステップが、前記ソースデバイスのシステム構成に基づい
て前記MDEのうちの1つに対する最早の送信時間を決定するステップを含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項９】
　前記送信時間要件を決定するステップが、前記MDEのうちの1つに対する最遅の送信時間
を、前記MDEのうちの前記1つの中にデータが含まれるセグメントのセグメント利用可能性
時間に基づいて決定するステップを含み、前記方法が、データの前記ストリームのマニフ
ェストファイルからセグメント利用可能性時間を決定するステップをさらに含む、請求項
1に記載の方法。
【請求項１０】
　メディアデータを転送するためのソースデバイスであって、
　メディアデータのセグメントを含むデータのストリームを形成するように構成されたセ
グメンタであって、前記セグメントの各々が、固有のユニフォームリソースロケータ(URL
)またはユニフォームリソース識別子(URI)に関連付けられたそれぞれの個々に取出し可能
なファイルを含む、セグメンタと、
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　メディア配信イベント(MDE)に対する送信時間要件に従ってクライアントデバイスに前
記MDEを配信するように構成された物理層送信ユニットであって、前記MDEが前記セグメン
トのうちの1つの少なくとも一部分に対するデータを含み、前記物理層送信ユニットが配
信されるべきデータを受信するために利用可能な配信スロットで構成される、物理層送信
ユニットと、
　ファイルベースプロトコル送信ユニットとを備え、前記ファイルベースプロトコル送信
ユニットが、
　前記セグメンタからメディアデータの前記セグメントを含むデータの前記ストリームを
受信することと、
　メディアデータの前記ストリーム内の前記MDEのロケーションを決定することと、
　前記MDEが前記クライアントデバイスに送信されるべき時間を表す前記MDEに対する前記
送信時間要件のうちの1つまたは複数を決定することと、
　前記物理層送信ユニットに対する前記利用可能な配信スロットに従って前記物理層送信
ユニットに前記MDEと前記送信時間要件を表すデータとを提供することとを行うように構
成される、ソースデバイス。
【請求項１１】
　前記ファイルベースプロトコル送信ユニットが、パターンマッチングを使用して前記MD
Eの前記ロケーションを決定するように構成される、請求項10に記載のソースデバイス。
【請求項１２】
　前記メディアデータがビデオデータを含み、パターンマッチングを使用して前記MDEの
前記ロケーションを決定するために、前記ファイルベースプロトコル送信ユニットが、
　前記ストリームのビデオフレームに対するケイデンスを規定するデータを取得すること
であって、前記規定されたケイデンスが、前記ビデオフレームのタイプが送信される順序
を表し、前記ビデオフレームの前記タイプがイントラ予測されたビデオフレームおよびイ
ンター予測されたビデオフレームを含む、取得することと、
　前記MDEがそれぞれのビデオフレーム境界の間にあるように、前記規定されたケイデン
スに基づいて前記MDEのうちの少なくとも一部を決定することとを行うように構成される
、請求項11に記載のソースデバイス。
【請求項１３】
　前記メディアデータがオーディオデータを含み、パターンマッチングを使用して前記MD
Eの前記ロケーションを決定するために、前記ファイルベースプロトコル送信ユニットが
、
　前記MDEの各々に含まれるべき前記ストリームの固定数のオーディオフレームを決定す
ることと、
　前記ストリームから前記固定数のオーディオフレームを各々が含むように前記MDEのう
ちの少なくとも一部を決定することとを行うように構成される、請求項11に記載のソース
デバイス。
【請求項１４】
　命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、実行されたとき、ソ
ースデバイスのファイルベースプロトコル送信ユニットに、
　セグメントを形成する前記ソースデバイスのセグメンタからメディアデータの前記セグ
メントを含むデータのストリームを受信することであって、前記セグメントの各々が、固
有のユニフォームリソースロケータ(URL)またはユニフォームリソース識別子(URI)に関連
付けられたそれぞれの個々に取出し可能なファイルを含む、受信することと、
　メディアデータの前記ストリーム内のメディア配信イベント(MDE)のロケーションを決
定することであって、前記MDEが前記セグメントのうちの1つの少なくとも一部分に対する
データを含む、決定することと、
　前記MDEがクライアントデバイスに送信されるべき時間を表す前記MDEに対する1つまた
は複数の送信時間要件を決定することと、
　物理層送信ユニットに対する利用可能な配信スロットに従って前記ソースデバイスの前
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記物理層送信ユニットに前記MDEと前記送信時間要件を表すデータとを提供することとを
行わせる、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれている、2016年1月8日に出
願した米国仮出願第62/276,674号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、メディアデータの転送に関する。
【背景技術】
【０００３】
　デジタルオーディオおよびビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクト
ブロードキャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末(PDA)
、ラップトップコンピュータまたはデスクトップコンピュータ、デジタルカメラ、デジタ
ル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコン
ソール、セルラー電話または衛星無線電話、ビデオ会議デバイスなどを含む、幅広いデバ
イスに組み込むことができる。
【０００４】
　オーディオおよびビデオデータなどのメディアデータは、転送のために圧縮され得る。
圧縮は、一般にメディアデータの符号化を含む。メディアデータが符号化された後、ビデ
オデータは送信または記憶のためにパケット化され得る。メディアデータは、AVCなどの
国際標準化機構ベースメディアファイルフォーマット(ISO BMFF)およびその拡張であるAV
Cなど、様々な規格のいずれかに準拠するメディアファイルへとアセンブルされ得る。
【０００５】
　様々な技法が、コンピュータネットワークを介してメディアデータを転送するために使
用され得る。たとえば、メディアデータは、ブロードキャストプロトコルまたはユニキャ
ストプロトコルを介して配信され得る。ブロードキャストプロトコルでは、サーバデバイ
スは、複数の加入側クライアントデバイスにメディアデータを送信する。ユニキャストプ
ロトコルでは、クライアントデバイスはサーバデバイスからメディアデータを要求し、サ
ーバデバイスは要求に応答してメディアデータを配信する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一般に、本開示は、たとえば、ROUTE(ATSC作業草案:シグナリング、配信、同期、およ
びエラー保護、2015年11月20日)およびMMT(ISO/IEC:ISO/IEC 23008-1第2版、情報技術-異
機種環境における高効率コーディングおよびメディア配信-パート1:MPEGメディア転送(MM
T))またはFLUTE(ROUTEの適切なサブセットであるRFC 6726)を介するメディアアウェアバ
イト範囲配信において使用されるメディア配信イベント(MDE)のサポートに関連する技法
を説明する。これらの配信技法は、さらに、ブロードキャスト動的適応ストリーミングオ
ーバーHTTP(DASH)、共通メディアアプリケーションフォーマット(CMAF)、または同様のセ
グメントもしくはメディアアウェアバイト範囲ベースのメディア配信方法を使用し得る。
本開示はまた、検出されたMDEの時間ラベリングを決定するための技法と、メディア整合
された物理層フレーミングに対する早期メディア配信の影響を考慮する物理層における配
信に対する適応技法とを説明する。
【０００７】
　一例では、メディアデータを転送する方法は、ソースデバイスのファイルベースプロト
コル送信ユニットによって、セグメントを形成するソースデバイスのセグメンタからメデ
ィアデータのセグメントを含むデータのストリームを受信するステップであって、セグメ
ントの各々が、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)またはユニフォームリソース
識別子(URI)に関連付けられたそれぞれの個別に取出し可能なファイルを含む、ステップ
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と、メディアデータのストリーム内のメディア配信イベント(MDE)のロケーションを決定
するステップであって、MDEがセグメントのうちの1つの少なくとも一部分に対するデータ
を含む、ステップと、MDEがクライアントデバイスに送信されるべき時間を表すMDEに対す
る1つまたは複数の送信時間要件を決定するステップと、物理層送信ユニットに対する利
用可能な配信スロットに従ってソースデバイスの物理層送信ユニットにMDEと送信時間要
件を表すデータとを提供するステップとを含む。
【０００８】
　別の例では、メディアデータを転送するためのデバイスは、メディアデータのセグメン
トを含むデータのストリームを形成するように構成されたセグメンタを含み、セグメント
の各々は、それぞれの個々に取出し可能なファイル、たとえば、固有のユニフォームリソ
ースロケータ(URL)またはユニフォームリソース識別子(URI)に関連付けられたISO BMFFフ
ォーマットを含む。デバイスはまた、メディア配信イベント(MDE)に対する送信時間要件
に従ってクライアントデバイスにMDEを配信するように構成された物理層送信ユニットを
含み、MDEはセグメントのうちの1つの少なくとも一部分に対するデータを含み、物理層送
信ユニットは配信されるべきデータを受信するために利用可能な配信スロットで構成され
る。デバイスは、セグメンタからメディアデータのセグメントを含むデータのストリーム
を受信することと、メディアデータのストリーム内のMDEのロケーションを決定すること
と、MDEがクライアントデバイスに送信されるべき時間を表すMDEに対する送信時間要件の
うちの1つまたは複数を決定することと、物理層送信ユニットに対する利用可能な配信ス
ロットに従って物理層送信ユニットにMDEと送信時間要件を表すデータとを提供すること
とを行うように構成された、ファイルベースプロトコル送信ユニットをさらに含む。
【０００９】
　別の例では、メディアデータを転送するためのデバイスは、メディアデータのセグメン
トを含むデータのストリームを形成するように構成されたセグメンタを含み、セグメント
の各々は、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)またはユニフォームリソース識別
子(URI)に関連付けられたそれぞれの個々に取出し可能なファイルを含む。デバイスはま
た、メディア配信イベント(MDE)に対する送信時間要件に従ってクライアントデバイスにM
DEを配信するように構成された物理層送信ユニットを含み、MDEはセグメントのうちの1つ
の少なくとも一部分に対するデータを含み、物理層送信ユニットは配信されるべきデータ
を受信するために利用可能な配信スロットで構成される。デバイスは、セグメンタからメ
ディアデータのセグメントを含むデータのストリームを受信するための手段と、メディア
データのストリーム内のMDEのロケーションを決定するための手段と、MDEがクライアント
デバイスに送信されるべき時間を表すMDEに対する1つまたは複数の送信時間要件を決定す
るための手段と、物理層送信ユニットに対する利用可能な配信スロットに従って物理層送
信ユニットにMDEと送信時間要件を表すデータとを提供するための手段とをさらに含む。
【００１０】
　別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は命令を記憶しており、命令は、実行されたと
き、ソースデバイスのファイルベースプロトコル送信ユニットに、セグメントを形成する
ソースデバイスのセグメンタからメディアデータのセグメントを含むデータのストリーム
を受信することであって、セグメントの各々が、固有のユニフォームリソースロケータ(U
RL)またはユニフォームリソース識別子(URI)に関連付けられたそれぞれの個別に取出し可
能なファイルを含む、受信することと、メディアデータのストリーム内のメディア配信イ
ベント(MDE)のロケーションを決定することであって、MDEがセグメントのうちの1つの少
なくとも一部分に対するデータを含む、決定することと、MDEがクライアントデバイスに
送信されるべき時間を表すMDEに対する1つまたは複数の送信時間要件を決定することと、
物理層送信ユニットに対する利用可能な配信スロットに従ってソースデバイスの物理層送
信ユニットにMDEと送信時間要件を表すデータとを提供することとを行わせる。
【００１１】
　1つまたは複数の例の詳細が、添付図面および以下の説明に記載される。他の特徴、目
的、および利点は、説明および図面から、ならびに特許請求の範囲から明らかになろう。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ネットワークを介してメディアデータをストリーミングするための技法を実装す
る例示的なシステムを示すブロック図である。
【図２】図1の取出しユニット52の構成要素の例示的なセットをより詳細に示すブロック
図である。
【図３】例示的なマルチディアコンテンツの要素を示す概念図である。
【図４】表現のセグメントに対応し得る例示的なビデオファイルの要素を示すブロック図
である。
【図５】例示的なブロードキャスト動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)インフラ
ストラクチャシステムを示すブロック図である。
【図６】例示的な高レベル構成のMDEを示す概念図である。
【図７】例示的なフレームタイプケイデンスおよび対応する規定されたMDEを示す概念図
である。
【図８】システム時間の単純なビューを表す概念図である。
【図９】送信インフラストラクチャ内の時間関係を表すブロック図である。
【図１０】千鳥形ランダムアクセスポイント(RAP)ロケーションを有するピクチャグルー
プ(GOP)につき複数のセグメントを示す概念図である。
【図１１】メディア再生のための時間を復号する最小遅延を示す概念図である。
【図１２】任意の物理層同期および関連するメタデータを示す概念図である。
【図１３】獲得イベントの例示的なシーケンスを示すフローチャートである。
【図１４】本開示の技法による別の例示的な方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　一般に、本開示は、メディアデータの転送に関連する技法を説明する。本開示の技法は
、クライアントデバイスにメディアデータをストリーミングするサーバデバイスまたは他
のソースデバイスによって実行され得る。詳細には、ソースデバイスは、セグメンタと、
ファイルベースプロトコル送信ユニットと、物理層送信ユニットとを含み得る。セグメン
タは、メディアデータのセグメントを形成するユニットに対応し得、セグメントは、たと
えば動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)セグメントに準拠する。たとえば、セグ
メンタは、それぞれのDASHセグメントにネットワークアブストラクションレイヤ(NAL)ユ
ニットをカプセル化し得、セグメントはそれぞれ、別個のユニフォームリソースロケータ
(URL)またはユニフォームリソース識別子(URI)に関連付けられ得る。ファイルベースプロ
トコル送信ユニットは、単方向伝送によるファイル配信(FLUTE)またはROUTEなどのファイ
ルベースプロトコルを使用してデータを送信するように構成され得る。物理層送信ユニッ
トは、たとえばイーサネット(登録商標)を使用して物理層においてメディアデータを送信
することができる。
【００１４】
　本開示の技法によれば、セグメンタは、メディアデータの両セグメントをセグメントの
ストリームの形式でファイルベースプロトコル送信ユニットに供給し得る。したがって、
ファイルベースプロトコル送信ユニットは、セグメンタからメディアデータのセグメント
を含むデータのストリームを受信し得る。次いで、ファイルベースプロトコル送信ユニッ
トは、メディアデータのストリーム内のメディア配信イベント(MDE)のロケーションを決
定し得る。一例では、ファイルベースプロトコル送信ユニットは、メディアデータのスト
リームからMDEを形成し得る。たとえば、ファイルベースプロトコル送信ユニットは、ス
トリームのどの部分が特定のMDE内に含まれるべきであるかを決定し得、それにより、MDE
は、メディアデコーダに有用なデータ(たとえば、以前のデータが正確に配信されたと仮
定して、メディアデコーダによって適切に復号され得るデータ)を含む。
【００１５】
　MDEのロケーションを決定するために、ファイルベースプロトコル送信ユニットはパタ
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ーンマッチング技法を使用し得、その技法において、ファイルベースプロトコル送信ユニ
ットは、ストリーム内に含まれるメディアデータに対する1つまたは複数のパターンで構
成される。そのようなパターンは、たとえば、階層的復号順序におけるメディアデータの
配置を表し得る。たとえば、ビデオデータは、一定数のイントラ予測フレーム(Iフレーム
)に従って配置され、一定数の単方向インター予測フレーム(Pフレーム)が続いて配置され
、一定数の双方向インター予測フレーム(Bフレーム)が続いて(または中間に)配置され得
る。ファイルベースプロトコル送信ユニットは、I、P、およびBフレームの検出に基づい
てMDEのロケーションを決定し得、一例として、最初のIフレームから開始して後続のIフ
レームの前に最終のBフレームで終了するビデオシーケンスをMDEが含むものと決定する。
さらに、ファイルベースプロトコル送信ユニットは、ビデオMDEがセグメントの特定のバ
イト範囲に対応し、バイト範囲はフレーム境界において終了するものと決定し得る。別の
例として、ファイルベースプロトコル送信ユニットは、オーディオMDEが固定数のオーデ
ィオフレームを含むものと決定し得る。
【００１６】
　別の例として、(たとえば、MDEを形成するために)MDEのロケーションを決定するために
、ファイルベースプロトコル送信ユニットは、ストリーム内のオーディオデータ、ビデオ
データ、および/または時限テキストデータなど、様々なタイプのメディアデータのロケ
ーションを規定するルールに従って構成され得る。ルールは、たとえば、ファイルベース
プロトコル送信ユニットが、メディアデータのタイプを区別してメディアデータのタイプ
をそれぞれのMDEに割り振ることができるように、ストリーム内のメディアデータの様々
なタイプの配置を規定し得る。
【００１７】
　加えて、ファイルベースプロトコル送信ユニットはまた、MDEに対する1つまたは複数の
配信時間要件(送信時間要件とも呼ばれる)を決定し得、ここで送信時間要件は、MDEがク
ライアントデバイスに送信されるべき時間を表す。たとえば、送信時間要件は、MDEがク
ライアントデバイスに送信されるべき最早および/または最遅の時間を表し得る。MDEは、
たとえば、クライアントデバイスにおけるバッファオーバーフローを予防するために、MD
Eがクライアントデバイスに送信され得る最早の時間要件を有し得る。MDEはまた、たとえ
ば、クライアントデバイスにおけるバッファアンダーランを予防するために、MDEがクラ
イアントデバイスに送信され得る最遅の時間要件を有し得る。
【００１８】
　次いで、ファイルベースプロトコル送信ユニットは、MDEを、送信時間要件を表すデー
タとともに物理層送信ユニットに送信し得る。詳細には、ファイルベースプロトコル送信
ユニットは、物理層送信ユニットに対する利用可能な配信スロットを決定し、物理層送信
ユニットが送信時間要件に従ってMDEを配信することができるように物理層送信ユニット
にMDEと送信時間要件データとを送信することができる。
【００１９】
　上記で説明したソースデバイスは、DASHなどのHTTPストリーミングプロトコルに従って
データをストリーミングするように構成され得る。HTTPストリーミングにおいて、頻繁に
使用される動作には、HEAD、GETおよび部分GETがある。HEAD動作は、所与のユニフォーム
リソースロケータ(URL)、ユニフォームリソースネーム(URN)またはユニフォームリソース
識別子(URI)に関連付けられたペイロードを取り出すことなく、URL、URNまたはURIに関連
付けられたファイルのヘッダを取り出す。GET動作は、所与のURL、URN、またはURIと関連
付けられたファイル全体を取り出す。部分GET動作は、入力パラメータとしてバイト範囲
を受信し、ファイルの連続した数のバイトを取り出し、この場合、バイトの数は受信され
るバイト範囲に対応する。したがって、部分GET動作は1つまたは複数の個々の動画フラグ
メントを取得できるので、HTTPストリーミングに動画フラグメントが利用されてもよい。
動画フラグメントでは、異なるトラックのいくつかのトラックフラグメントが存在しても
よい。HTTPストリーミングでは、メディアプレゼンテーションは、クライアントがアクセ
ス可能なデータの構造化された集合体であってもよい。クライアントは、メディアデータ
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情報を要求およびダウンロードして、ユーザにストリーミングサービスを提示してもよい
。
【００２０】
　HTTPストリーミングを使用して3GPPデータをストリーミングする例では、マルチメディ
アコンテンツのビデオおよび/またはオーディオデータに関して複数の表現が存在し得る
。以下で説明するように、異なる表現は、異なるコーディング特性(たとえば、ビデオコ
ーディング規格の異なるプロファイルまたはレベル)、異なるコーディング規格またはコ
ーディング規格の拡張(マルチビューおよび/またはスケーラブル拡張など)、または異な
るビットレートに対応し得る。そのような表現のマニフェストは、メディアプレゼンテー
ション記述(MPD)データ構造において定義され得る。メディアプレゼンテーションは、HTT
Pストリーミングクライアントデバイスにアクセス可能なデータの構造化された集合体に
対応し得る。HTTPストリーミングクライアントデバイスは、メディアデータ情報を要求お
よびダウンロードして、クライアントデバイスのユーザにストリーミングサービスを提示
することができる。メディアプレゼンテーションは、MPDの更新を含み得るMPDデータ構造
で記述され得る。
【００２１】
　メディアプレゼンテーションは、1つまたは複数の期間のシーケンスを含んでもよい。
周期は、MPDにおける周期要素によって定義されてもよい。各周期は、MPDにおける属性st
artを有してもよい。MPDは、周期ごとにstart属性とavailableStartTime属性とを含んで
もよい。ライブサービスの場合、期間のstart属性とMPD属性availableStartTimeとの合計
が、UTCフォーマットによる期間の利用可能時間、特に、対応する期間における各表現の
第1のメディアセグメントを指定し得る。オンデマンドサービスの場合、第1の期間のstar
t属性は0であり得る。任意の他の期間では、start属性は、対応する期間の開始時間と第1
の期間の開始時間との間の時間オフセットを指定し得る。各期間は、次の期間の開始まで
、または最後の期間の場合にはメディアプレゼンテーションの終了まで及び得る。期間開
始時間は正確であり得る。期間開始時間は、すべての先行期間のメディアの再生から生じ
る実際のタイミングを反映することができる。
【００２２】
　各期間は、同じメディアコンテンツのための1つまたは複数の表現を含んでもよい。表
現は、オーディオデータまたはビデオデータの、多数の符号化バージョンの選択肢の1つ
であってもよい。表現は、符号化のタイプ、たとえば、ビデオデータのビットレート、解
像度、および/またはコーデック、ならびにオーディオデータのビットレート、言語、お
よび/またはコーデックによって異なる場合がある。表現という用語は、マルチメディア
コンテンツのある特定の期間に対応し、ある特定の方法で符号化された、符号化オーディ
オデータまたは符号化ビデオデータのあるセクションを指すために使用される場合がある
。
【００２３】
　ある特定の期間の表現は、表現が属する適応セットを示すMPD内の属性によって示され
るグループに割り当てられてもよい。同じ適応セット内の表現は、概して、クライアント
デバイスが、たとえば帯域幅に適応するためにこれらの表現の間で動的かつシームレスに
切り替わることができる点で、互いに対する代替物と見なされる。たとえば、ある特定の
期間のビデオデータの各表現は、同じ適応セットに割り当てられてもよいので、表現のう
ちのいずれもが、対応する期間のマルチメディアコンテンツの、ビデオデータまたはオー
ディオデータなど、メディアデータを提示するように復号するために、選択されてもよい
。いくつかの例では、1つの期間内のメディアコンテンツは、グループ0が存在する場合に
はグループ0からの1つの表現によって表されてもよく、あるいは各々の非ゼロのグループ
からの最大でも1つの表現の組合せのいずれかによって表されてもよい。ある期間の各表
現のタイミングデータは、期間の開始時間に対して表されてもよい。
【００２４】
　表現は1つまたは複数のセグメントを含んでもよい。各表現が初期化セグメントを含ん
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でもよく、または表現の各セグメントが自己初期化するものであってもよい。初期化セグ
メントは、それが存在する場合、表現にアクセスするための初期化情報を含んでもよい。
一般に、初期化セグメントは、メディアデータを含まない。セグメントは、ユニフォーム
リソースロケータ(URL)、ユニフォームリソースネーム(URN)、またはユニフォームリソー
ス識別子(URI)のような、識別子によって一意に参照されてもよい。MPDは、各セグメント
のための識別子を提供し得る。いくつかの例では、MPDはまた、URL、URN、またはURIによ
ってアクセス可能なファイル内のセグメントのためのデータに対応し得る、range属性の
形式で、バイト範囲を提供することができる。
【００２５】
　それぞれに異なるタイプのメディアデータに対して実質的に同時に取出しを行うために
それぞれに異なる表現が選択されてもよい。たとえば、クライアントデバイスは、セグメ
ントを取り出すオーディオ表現、ビデオ表現、および時限のテキスト表現を選択すること
ができる。いくつかの例では、クライアントデバイスは、帯域幅に適応するために特定の
適応セットを選択することができる。すなわち、クライアントデバイスは、ビデオ表現を
含む適応セット、オーディオ表現を含む適応セット、および/または時限のテキストを含
む適応セットを選択することができる。代替として、クライアントデバイスは、あるタイ
プのメディア(たとえば、ビデオ)に関する適応セットを選択し、他のタイプのメディア(
たとえば、オーディオおよび/または時限のテキスト)に関する表現を直接選択することが
できる。
【００２６】
　図1は、ネットワークを介してメディアデータをストリーミングするための技法を実施
する例示的なシステム10を示すブロック図である。この例では、システム10は、コンテン
ツ準備デバイス20と、サーバデバイス60と、クライアントデバイス40とを含む。クライア
ントデバイス40およびサーバデバイス60は、インターネットを含み得るネットワーク74に
よって通信可能に結合される。いくつかの例では、コンテンツ準備デバイス20およびサー
バデバイス60も、ネットワーク74または別のネットワークによって結合されてもよく、ま
たは直接通信可能に結合されてもよい。いくつかの例では、コンテンツ準備デバイス20お
よびサーバデバイス60は、同じデバイスを含み得る。
【００２７】
　図1の例では、コンテンツ準備デバイス20は、オーディオソース22とビデオソース24と
を備える。オーディオソース22は、たとえば、オーディオエンコーダ26によって符号化さ
れるべきキャプチャされたオーディオデータを表す電気信号を生成するマイクロフォンを
備えてもよい。あるいは、オーディオソース22は、以前に記録されたオーディオデータを
記憶する記憶媒体、コンピュータ化されたシンセサイザのようなオーディオデータ生成器
、またはオーディオデータの任意の他のソースを備えてもよい。ビデオソース24は、ビデ
オエンコーダ28によって符号化されるべきビデオデータを生成するビデオカメラ、以前に
記録されたビデオデータで符号化された記憶媒体、コンピュータグラフィックスソースの
ようなビデオデータ生成ユニット、またはビデオデータの任意の他のソースを備えてもよ
い。コンテンツ準備デバイス20は必ずしも、すべての例において、サーバデバイス60に通
信可能に結合されるとは限らないが、サーバデバイス60によって読み取られる別個の媒体
にマルチメディアコンテンツを記憶する場合がある。
【００２８】
　生のオーディオデータおよびビデオデータは、アナログデータまたはデジタルデータを
含んでもよい。アナログデータは、オーディオエンコーダ26および/またはビデオエンコ
ーダ28によって符号化される前にデジタル化されてもよい。オーディオソース22は、話し
ている参加者から、その参加者が話している間にオーディオデータを取得する場合があり
、ビデオソース24は、話している参加者のビデオデータを同時に取得する場合がある。他
の例では、オーディオソース22は、記憶されたオーディオデータを含むコンピュータ可読
記憶媒体を備えてもよく、ビデオソース24は、記憶されたビデオデータを含むコンピュー
タ可読記憶媒体を備えてもよい。このようにして、本開示において説明する技法は、ライ
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ブオーディオデータおよびビデオデータ、ストリーミングオーディオデータおよびビデオ
データ、リアルタイムオーディオデータおよびビデオデータに適用されてもよく、あるい
は保管されたオーディオデータおよびビデオデータ、以前に記録されたオーディオデータ
およびビデオデータに適用されてもよい。
【００２９】
　ビデオフレームに対応するオーディオフレームは、一般に、ビデオフレーム内に包含さ
れたビデオソース24によってキャプチャ(または、生成)されたビデオデータと同時に、オ
ーディオソース22によってキャプチャ(または、生成)されたオーディオデータを包含する
オーディオフレームである。たとえば、話している参加者が一般に話すことによってオー
ディオデータを生成している間、オーディオソース22はオーディオデータをキャプチャし
、ビデオソース24は同時に、すなわち、オーディオソース22がオーディオデータをキャプ
チャしている間に、話している参加者のビデオデータをキャプチャする。したがって、オ
ーディオフレームは、1つまたは複数の特定のビデオフレームに時間的に対応する場合が
ある。したがって、ビデオフレームに対応するオーディオフレームは、一般に、オーディ
オデータおよびビデオデータが同時にキャプチャされた状況に対応し、その状況に対して
、オーディオフレームおよびビデオフレームがそれぞれ、同時にキャプチャされたオーデ
ィオデータおよびビデオデータを含む。
【００３０】
　いくつかの例では、オーディオエンコーダ26は、符号化された各オーディオフレームに
おいて、符号化されたオーディオフレームに関するオーディオデータが記録された時間を
表すタイムスタンプを符号化してもよく、同様に、ビデオエンコーダ28は、符号化された
各ビデオフレームにおいて、符号化されたビデオフレームに関するビデオデータが記録さ
れた時間を表すタイムスタンプを符号化してもよい。そのような例では、ビデオフレーム
に対応するオーディオフレームは、タイムスタンプを含むオーディオフレームおよび同じ
タイムスタンプを含むビデオフレームを含んでもよい。コンテンツ準備デバイス20は、オ
ーディオエンコーダ26および/またはビデオエンコーダ28がタイムスタンプを生成する場
合がある内部クロック、またはオーディオソース22およびビデオソース24がそれぞれオー
ディオデータおよびビデオデータをタイムスタンプと関連付けるために使用する場合があ
る内部クロックを含んでもよい。
【００３１】
　いくつかの例では、オーディオソース22は、オーディオデータが記録された時間に相当
するデータをオーディオエンコーダ26に送ってもよく、ビデオソース24は、ビデオデータ
が記録された時間に相当するデータをビデオエンコーダ28に送ってもよい。いくつかの例
では、オーディオエンコーダ26は、符号化されたオーディオデータにおいて、符号化され
たオーディオデータの相対的な時間順序を示すために、オーディオデータが記録された絶
対的な時間を必ずしも示すとは限らないが、シーケンス識別子を符号化してもよく、同様
に、ビデオエンコーダ28も、符号化されたビデオデータの相対的な時間順序を示すために
シーケンス識別子を使用してもよい。同様に、いくつかの例では、シーケンス識別子がタ
イムスタンプとともにマップされるか、あるいはタイムスタンプと相関することがある。
【００３２】
　オーディオエンコーダ26は、一般に、符号化オーディオデータのストリームを生成する
一方、ビデオエンコーダ28は、符号化ビデオデータのストリームを生成する。データの個
別の各ストリーム(オーディオかビデオかにかかわらず)は、エレメンタリストリームと呼
ばれることがある。エレメンタリストリームは、表現の、デジタル的にコーディングされ
た(場合によっては、圧縮された)単一の構成要素である。たとえば、表現のコーディング
されたビデオまたはオーディオの部分は、エレメンタリストリームであってもよい。エレ
メンタリストリームは、ビデオファイル内にカプセル化される前に、パケット化されたエ
レメンタリストリーム(PES:packetized elementary stream)に変換され得る。同じ表現内
で、ストリームIDが、あるエレメンタリストリームに属するPESパケットを他のエレメン
タリストリームに属するPESパケットと区別するために使用され得る。エレメンタリスト
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リームのデータの基本単位は、パケット化されたエレメンタリストリーム(PES)パケット
である。したがって、コード化ビデオデータは、一般に、エレメンタリビデオストリーム
に対応する。同様に、オーディオデータは、1つまたは複数のそれぞれのエレメンタリス
トリームに対応する。
【００３３】
　図1の例では、コンテンツ準備デバイス20のカプセル化ユニット30は、ビデオエンコー
ダ28からのコーディングされたビデオデータを含むエレメンタリストリームと、オーディ
オエンコーダ26からのコーディングされたオーディオデータを含むエレメンタリストリー
ムとを受信する。いくつかの例では、ビデオエンコーダ28およびオーディオエンコーダ26
は各々、符号化されたデータからPESパケットを形成するためのパケタイザを含む場合が
ある。他の例では、ビデオエンコーダ28およびオーディオエンコーダ26の各々は、符号化
されたデータからPESパケットを形成するためのそれぞれのパケタイザとインターフェー
スをとる場合がある。さらに他の例では、カプセル化ユニット30は、符号化されたオーデ
ィオデータおよび符号化されたビデオデータからPESパケットを形成するためのパケタイ
ザを含む場合がある。
【００３４】
　ビデオエンコーダ28は、種々の方法でマルチメディアコンテンツのビデオデータを符号
化して、ピクセル解像度、フレームレート、様々なコーディング規格に対する準拠、様々
なコーディング規格のための様々なプロファイルおよび/もしくはプロファイルのレベル
に対する準拠、1つまたは複数のビューを有する表現(たとえば、2次元または3次元の再生
用)、または他のそのような特性などの、様々な特性を有する様々なビットレートのマル
チメディアコンテンツの異なる表現を生成してもよい。本開示において使用される表現は
、オーディオデータ、ビデオデータ、(たとえば、クローズドキャプション用の)テキスト
データ、または他のそのようなデータのうちの1つを含んでもよい。この表現は、オーデ
ィオエレメンタリストリームまたはビデオエレメンタリストリームなどのエレメンタリス
トリームを含んでもよい。各PESパケットは、PESパケットが属するエレメンタリストリー
ムを特定するstream_idを含んでもよい。カプセル化ユニット30は、様々な表現のビデオ
ファイル(たとえば、セグメント)へとエレメンタリストリームをアセンブルする役割を担
う。
【００３５】
　カプセル化ユニット30は、オーディオエンコーダ26およびビデオエンコーダ28からの表
現のエレメンタリストリームのためのPESパケットを受信し、PESパケットから対応するネ
ットワーク抽象化層(NAL)ユニットを形成する。H.264/AVC(Advanced Video Coding)の例
では、コード化ビデオセグメントはNALユニットへと編成され、NALユニットは、ビデオ電
話、記憶、ブロードキャスト、またはストリーミングのような、「ネットワークフレンド
リ」なビデオ表現のアドレッシング適用(addressing application)を実現する。NALユニ
ットは、ビデオコーディング層(VCL)NALユニットおよび非VCL NALユニットに分類されて
もよい。VCLユニットは、コア圧縮エンジンを包含し得、ブロック、マクロブロック、お
よび/またはスライスレベルのデータを含み得る。他のNALユニットは、非VCL NALユニッ
トであってもよい。いくつかの例では、1つの時間インスタンスにおけるコード化ピクチ
ャは、通常は一次コード化ピクチャとして提示され、1つまたは複数のNALユニットを含み
得るアクセスユニット内に包含され得る。
【００３６】
　非VCL NALユニットは、特に、パラメータセットのNALユニットおよびSEI NALユニット
を含み得る。パラメータセットは、(シーケンスパラメータセット(SPS)内に)シーケンス
レベルヘッダ情報を包含し、(ピクチャパラメータセット(PPS)内に)頻繁には変化しない
ピクチャレベルヘッダ情報を包含し得る。パラメータセット(たとえば、PPSおよびSPS)が
あれば、この頻繁には変化しない情報は、各シーケンスまたはピクチャに対して繰り返さ
れる必要がなく、したがって、コーディング効率が向上し得る。さらに、パラメータセッ
トの使用が、重要なヘッダ情報の帯域外送信を有効化することができ、エラーの復元のた
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めの冗長な送信の必要がなくなる。帯域外送信の例では、パラメータセットのNALユニッ
トが、SEI NALユニットなどの他のNALユニットとは異なるチャネル上で送信され得る。
【００３７】
　補足エンハンスメント情報(SEI)は、VCL NALユニットからコード化ピクチャサンプルを
復号するために必要ではない情報を包含し得るが、復号、表示、エラーの復元、および他
の目的に関係するプロセスを支援し得る。SEIメッセージは、非VCL NALユニットに包含さ
れ得る。SEIメッセージは、いくつかの標準仕様の規範的部分であり、したがって、規格
に準拠するデコーダの実装において常に必須であるとは限らない。SEIメッセージは、シ
ーケンスレベルSEIメッセージまたはピクチャレベルSEIメッセージであり得る。いくつか
のシーケンスレベル情報は、SVCの例におけるスケーラビリティ情報SEIメッセージおよび
MVCにおけるビュースケーラビリティ情報SEIメッセージなどのSEIメッセージ内に包含さ
れ得る。これらの例示的なSEIメッセージは、たとえば、動作点の抽出および動作点の特
性に関する情報を伝達することができる。加えて、カプセル化ユニット30は、表現の特性
を記述するメディアプレゼンテーション記述(MPD)などのマニフェストファイルを形成す
ることができる。カプセル化ユニット30は、拡張可能マークアップ言語(XML)に従ってMPD
をフォーマットすることができる。
【００３８】
　カプセル化ユニット30は、マニフェストファイル(たとえば、MPD)とともに、マルチメ
ディアコンテンツの1つまたは複数の表現のためのデータを出力インターフェース32に与
えてもよい。出力インターフェース32は、ネットワークインターフェースもしくはユニバ
ーサルシリアルバス(USB)インターフェース、CDもしくはDVDのライターもしくはバーナー
、磁気記憶媒体もしくはフラッシュ記憶媒体へのインターフェースのような記憶媒体へ書
き込むためのインターフェース、または、メディアデータを記憶もしくは送信するための
他のインターフェースを備えてもよい。カプセル化ユニット30は、マルチメディアコンテ
ンツの表現のそれぞれの表現のデータを出力インターフェース32に提供することができ、
出力インターフェース32は、ネットワーク送信または記憶媒体を介してデータをサーバデ
バイス60に送ることができる。図1の例では、サーバデバイス60は、それぞれのマニフェ
ストファイル66と1つまたは複数の表現68A～68N(表現68)とをそれぞれが含む様々なマル
チメディアコンテンツ64を記憶する記憶媒体62を含む。いくつかの例では、出力インター
フェース32はネットワーク74にデータを直接送ることもできる。
【００３９】
　いくつかの例では、表現68は、適応セットへと分割されてもよい。すなわち、表現68の
様々なサブセットは、コーデック、プロファイルおよびレベル、解像度、ビューの数、セ
グメントのファイルフォーマット、たとえば話者による、復号され提示されるべき表現お
よび/またはオーディオデータとともに表示されるべきテキストの言語または他の特性を
識別する場合があるテキストタイプ情報、カメラの角度または適応セット内の表現のシー
ンの現実世界のカメラの視野を表す場合があるカメラ角度情報、特定の視聴者に対するコ
ンテンツの適切性を表すレーティング情報のような、特性のそれぞれの共通のセットを含
んでもよい。
【００４０】
　マニフェストファイル66は、特定の適応セットに対応する表現68のサブセットを示すデ
ータ、ならびに適応セットの共通の特性を含んでもよい。マニフェストファイル66はまた
、適応セットの個々の表現のための、ビットレートのような個々の特性を表すデータを含
んでもよい。このようにして、適応セットは、簡略化されたネットワーク帯域幅適応を可
能にする場合がある。適応セット内の表現は、マニフェストファイル66の適応セット要素
の子要素を使用して示されてもよい。
【００４１】
　サーバデバイス60は、要求処理ユニット70とネットワークインターフェース72とを含む
。いくつかの例では、サーバデバイス60は、複数のネットワークインターフェースを含み
得る。さらに、サーバデバイス60の機能のうちのいずれかまたはすべてが、ルータ、ブリ
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ッジ、プロキシデバイス、スイッチ、または他のデバイスのような、コンテンツ配信ネッ
トワークの他のデバイス上で実装され得る。いくつかの例では、コンテンツ配信ネットワ
ークの中間デバイスは、マルチメディアコンテンツ64のデータをキャッシュし、サーバデ
バイス60の構成要素に実質的に準拠する構成要素を含み得る。一般に、ネットワークイン
ターフェース72は、ネットワーク74を介してデータを送受信するように構成される。
【００４２】
　要求処理ユニット70は、記憶媒体62のデータに対するネットワーク要求をクライアント
デバイス40のようなクライアントデバイスから受信するように構成される。たとえば、要
求処理ユニット70は、R. Fielding他による、RFC 2616、「Hypertext Transfer Protocol
-HTTP/1.1」、Network Working Group、IETF、1999年6月に記述されるような、ハイパー
テキスト転送プロトコル(HTTP)バージョン1.1を実装する場合がある。すなわち、要求処
理ユニット70は、HTTP GET要求または部分GET要求を受信して、それらの要求に応答して
、マルチメディアコンテンツ64のデータを提供するように構成されてもよい。要求は、た
とえば、セグメントのURLまたはURIを使用して、表現68のうちの1つのセグメントを指定
してもよい。いくつかの例では、要求はまた、セグメントの1つまたは複数のバイト範囲
を指定することができ、したがって、部分GET要求を含む。要求処理ユニット70はさらに
、表現68のうちの1つのセグメントのヘッダデータを提供するために、HTTP HEAD要求に対
応するように構成されてもよい。いずれの場合でも、要求処理ユニット70は、要求された
データをクライアントデバイス40のような要求側デバイスに提供するために、要求を処理
するように構成されてもよい。
【００４３】
　追加または代替として、要求処理ユニット70は、ブロードキャストまたはeMBMSもしく
はDVB-T/T2などのマルチキャストプロトコルを介してメディアデータを配信するように構
成され得る。コンテンツ準備デバイス20は、DASHセグメントおよび/またはサブセグメン
トを、説明したのと実質的に同じ方法で作成することができるが、サーバデバイス60は、
これらのセグメントまたはサブセグメントをeMBMS、DVB-T/T2または別のブロードキャス
トもしくはマルチキャストのネットワークトランスポートプロトコルを使用して配信する
ことができる。たとえば、要求処理ユニット70は、クライアントデバイス40からマルチキ
ャストグループ参加要求を受信するように構成され得る。すなわち、サーバデバイス60は
、マルチキャストグループと関連付けられたインターネットプロトコル(IP)アドレスを、
クライアントデバイス40を含む、特定のメディアコンテンツ(たとえば、ライブイベント
のブロードキャスト)と関連付けられたクライアントデバイスに広告することができる。
次に、クライアントデバイス40は、マルチキャストグループに参加することを求める要求
を提出することができる。この要求は、ネットワーク74、たとえば、ネットワーク74を構
成するルータを通じて伝搬され、それによりルータに、マルチキャストグループと関連付
けられたIPアドレス宛のトラフィックを、クライアントデバイス40などの加入側クライア
ントデバイスに向けさせることができる。
【００４４】
　さらに、サーバデバイス60のネットワークインターフェース72は、本開示の技法を実行
するように構成され得る。追加または代替として、要求処理ユニット70およびネットワー
クインターフェース72は、本開示の技法を実行するように構成され得る。説明の目的で、
ネットワークインターフェース72は、以下でさらに詳細に説明する様々な例など、図1に
明示的に示していない副構成要素を含むことが仮定されている。たとえば、ネットワーク
インターフェース72は、センダ、スケジューラ、フレーマ、および励振器/増幅器を含み
得る。加えて、この例では、カプセル化ユニット30は、セグメンタ(すなわち、メディア
データのセグメントを形成するユニット、ここでセグメントはそれぞれのURL/URIに関連
付けられた個々のファイルを表す)の一例を表す。詳細には、カプセル化ユニット30は、
セグメント内のMDEをカプセル化し得、各セグメントは1つまたは複数のMDEを含み得る。
【００４５】
　本開示の技法によれば、カプセル化ユニット30は、サーバデバイス60にメディアデータ
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のセグメントのストリームを提供し得、サーバデバイス60は、最終的に、クライアントデ
バイス40への送信のためにセグメントのストリームをネットワークインターフェース72に
導く。セグメントのストリームは、表現68のうちの1つなどの表現に対応し得る。さらに
、カプセル化ユニット30は、サーバデバイス60にセグメント内に含まれるMDEに対する送
信時間要件を表すデータを提供し得、サーバデバイス60はまた、最終的に、送信時間要件
をネットワークインターフェース72に導く。たとえば、送信時間要件は、マニフェストフ
ァイル66内で指定され得る。送信時間要件は、一般に、MDEがクライアントデバイス40に
配信されるべき最早および/または最遅の時間を示す。したがって、ネットワークインタ
ーフェース72は、送信時間要件に従ってクライアントデバイス40にMDE(たとえば、セグメ
ントまたはセグメントのバイト範囲)を送信し得る。たとえば、ネットワークインターフ
ェース72は、クライアントデバイス40においてMDEが、最早の送信時間より早く、および/
または最遅の送信時間より遅く到達することがないように、MDEを配信し得る。
【００４６】
　図1の例に示すように、マルチメディアコンテンツ64は、メディアプレゼンテーション
記述(MPD)に対応する場合があるマニフェストファイル66を含む。マニフェストファイル6
6は、様々な代替の表現68(たとえば、それぞれに異なる品質を有するビデオサービス)の
記述を含んでもよく、この記述は、たとえば、コーデック情報、プロファイル値、レベル
値、ビットレート、および表現68の他の記述的特性を含んでもよい。クライアントデバイ
ス40は、メディアプレゼンテーションのMPDを取り出し、表現68のセグメントにどのよう
にアクセスするかを判定してもよい。
【００４７】
　特に、取出しユニット52は、クライアントデバイス40の構成データ(図示せず)を取り出
して、ビデオデコーダ48の復号能力およびビデオ出力44のレンダリング能力を決定するこ
とができる。構成データはまた、クライアントデバイス40のユーザによって選択される言
語の選好、クライアントデバイス40のユーザによって設定される深さの選好に対応する1
つもしくは複数のカメラ視野、および/または、クライアントデバイス40のユーザによっ
て選択されるレーティングの選好のいずれかまたはすべてを含み得る。取出しユニット52
は、たとえば、HTTP GET要求および部分GET要求を提出するように構成されたウェブブラ
ウザまたはメディアクライアントを備え得る。取出しユニット52は、クライアントデバイ
ス40の1つまたは複数のプロセッサまたは処理ユニット(図示せず)によって実行されるソ
フトウェア命令に対応し得る。いくつかの例では、取出しユニット52に関して説明した機
能のすべてまたは一部は、ハードウェア、もしくはハードウェアの組合せ、ソフトウェア
、および/またはファームウェアで実装されてよく、この場合、必須のハードウェアは、
ソフトウェアまたはファームウェアのための命令を実行するために提供され得る。
【００４８】
　取出しユニット52は、クライアントデバイス40の復号能力およびレンダリング能力を、
マニフェストファイル66の情報によって示される表現68の特性と比較することができる。
取出しユニット52は最初に、マニフェストファイル66の少なくとも一部分を取り出して、
表現68の特性を判定することができる。たとえば、取出しユニット52は、1つまたは複数
の適応セットの特性を説明する、マニフェストファイル66の一部分を要求する場合がある
。取出しユニット52は、クライアントデバイス40のコーディング能力およびレンダリング
能力によって満たされ得る特性を有する、表現68のサブセット(たとえば、適応セット)を
選択することができる。取出しユニット52は、次いで、適応セット内の表現に対するビッ
トレートを決定し、ネットワーク帯域幅の現在利用可能な量を決定し、ネットワーク帯域
幅によって満たされ得るビットレートを有する表現のうちの1つからセグメントを取り出
すことができる。
【００４９】
　概して、表現のビットレートが高くなると、ビデオ再生の品質が高くなる一方、表現の
ビットレートが低くなると、利用可能なネットワーク帯域幅が縮小したときに、ビデオ再
生の品質が十分なものになる場合がある。したがって、利用可能なネットワーク帯域幅が



(15) JP 6893930 B2 2021.6.23

10

20

30

40

50

比較的高いときには、取出しユニット52は、ビットレートが比較的高い表現からデータを
取り出すことができ、利用可能なネットワーク帯域幅が低いときには、取出しユニット52
は、ビットレートが比較的低い表現からデータを取り出すことができる。このようにして
、クライアントデバイス40は、ネットワーク74を介してマルチメディアデータをストリー
ミングすることができる一方、ネットワーク74の変化するネットワーク帯域幅の利用可能
性に適応することもできる。
【００５０】
　追加または代替として、取出しユニット52は、ブロードキャスト、またはeMBMSもしく
はIPマルチキャストなどのマルチキャストネットワークプロトコルに従ってデータを受信
するように構成され得る。そのような例では、取出しユニット52は、特定のメディアコン
テンツと関連付けられたマルチキャストネットワークグループに参加することを求める要
求を提出することができる。取出しユニット52は、マルチキャストグループに参加した後
、サーバデバイス60またはコンテンツ準備デバイス20にさらなる要求を出すことなしに、
マルチキャストグループのデータを受信することができる。取出しユニット52は、マルチ
キャストグループのデータが必要ではなくなったときにマルチキャストグループを離れる
こと、たとえば、再生を中断すること、または異なるマルチキャストグループにチャネル
を変えることを求める要求を提出することができる。
【００５１】
　ネットワークインターフェース54は、選択された表現のセグメントのデータを受信し、
取出しユニット52に提供することができ、次に、取出しユニット52は、セグメントをカプ
セル化解除ユニット50に提供することができる。カプセル化解除ユニット50は、ビデオフ
ァイルの要素を、構成要素であるPESストリームへとカプセル化解除し、PESストリームを
パケット化解除して符号化データを取り出し、たとえば、ストリームのPESパケットヘッ
ダによって示されるように、符号化データがオーディオストリームの一部かまたはビデオ
ストリームの一部かに応じて、符号化データをオーディオデコーダ46またはビデオデコー
ダ48のいずれかに送ることができる。オーディオデコーダ46は、符号化オーディオデータ
を復号し、復号したオーディオデータをオーディオ出力42に送る一方、ビデオデコーダ48
は、符号化ビデオデータを復号し、ストリームの複数のビューを含み得る復号ビデオデー
タをビデオ出力44に送る。
【００５２】
　ビデオエンコーダ28、ビデオデコーダ48、オーディオエンコーダ26、オーディオデコー
ダ46、カプセル化ユニット30、取出しユニット52、およびカプセル化解除ユニット50は、
各々、適用できる場合は、1つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッ
サ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)
、個別の論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意
の組合せなど、様々な適切な処理回路のいずれかとして実装され得る。ビデオエンコーダ
28およびビデオデコーダ48の各々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダ内に含
まれてよく、これらのいずれもが、結合されたビデオエンコーダ/デコーダ(コーデック)
の一部として統合され得る。同様に、オーディオエンコーダ26およびオーディオデコーダ
46の各々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダ内に含まれてよく、これらのい
ずれもが、結合されたコーデックの一部として統合され得る。ビデオエンコーダ28、ビデ
オデコーダ48、オーディオエンコーダ26、オーディオデコーダ46、カプセル化ユニット30
、取出しユニット52、および/またはカプセル化解除ユニット50を含む装置は、集積回路
、マイクロプロセッサ、および/またはセルラー電話のようなワイヤレス通信デバイスを
備え得る。
【００５３】
　クライアントデバイス40、サーバデバイス60、および/またはコンテンツ準備デバイス2
0は、本開示の技法に従って動作するように構成され得る。例として、本開示は、クライ
アントデバイス40およびサーバデバイス60に関するこれらの技法について説明する。しか
しながら、コンテンツ準備デバイス20は、サーバデバイス60の代わりに(または、加えて)
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これらの技法を実行するように構成され得ることを理解されたい。
【００５４】
　カプセル化ユニット30は、NALユニットが属するプログラム、ならびにペイロード、た
とえばオーディオデータ、ビデオデータ、またはNALユニットが対応するトランスポート
またはプログラムストリームを記述するデータを特定するヘッダを含むNALユニットを形
成してもよい。たとえば、H.264/AVCにおいて、NALユニットは、1バイトのヘッダおよび
可変サイズのペイロードを含む。そのペイロード内にビデオデータを含むNALユニットは
、ビデオデータの様々な粒度レベルを含み得る。たとえば、NALユニットは、ビデオデー
タのブロック、複数のブロック、ビデオデータのスライス、またはビデオデータの全ピク
チャを含んでもよい。カプセル化ユニット30は、ビデオエンコーダ28からの符号化ビデオ
データをエレメンタリストリームのPESパケットの形で受信することができる。カプセル
化ユニット30は、各エレメンタリストリームを対応するプログラムと関連付けることがで
きる。
【００５５】
　カプセル化ユニット30はまた、複数のNALユニットからアクセスユニットをアセンブル
してもよい。一般に、アクセスユニットは、ビデオデータのフレーム、ならびにそのよう
なオーディオデータが利用可能であるときにそのフレームに対応するオーディオデータを
表すために1つまたは複数のNALユニットを含んでもよい。アクセスユニットは、一般に、
1つの出力時間インスタンスに対するすべてのNALユニット、たとえば1つの時間インスタ
ンスに対するすべてのオーディオデータおよびビデオデータを含む。たとえば、各ビュー
が毎秒20フレーム(fps)のフレームレートを有する場合、各時間インスタンスは、0.05秒
の時間間隔に対応する場合がある。この時間間隔の間、同じアクセスユニット(同じ時間
インスタンス)のすべてのビューに対する特定のフレームは、同時にレンダリングされて
もよい。一例では、アクセスユニットは、コーディングされた一次ピクチャとして提示さ
れる場合がある、1つの時間インスタンス内のコーディングされたピクチャを含んでもよ
い。
【００５６】
　したがって、アクセスユニットは、共通の時間インスタンスのすべてのオーディオフレ
ームおよびビデオフレーム、たとえば時刻Xに対応するすべてのビューを含むことができ
る。本開示はまた、特定のビューの符号化ピクチャを「ビューコンポーネント(view comp
onent)」と呼ぶ。すなわち、ビューコンポーネントは、特定の時刻における特定のビュー
に対する符号化ピクチャ(またはフレーム)を含むことができる。したがって、アクセスユ
ニットは、共通の時間インスタンスのすべてのビューコンポーネントを含むものとして定
義され得る。アクセスユニットの復号順序は、必ずしも出力または表示の順序と同じであ
る必要はない。
【００５７】
　メディアプレゼンテーションは、それぞれに異なる代替表現(たとえば、それぞれに異
なる品質を有するビデオサービス)の記述を含む場合があるメディアプレゼンテーション
記述(MPD)を含んでもよく、記述は、たとえば、コーデック情報、プロファイル値、およ
びレベル値を含んでもよい。MPDは、マニフェストファイル66など、マニフェストファイ
ルの一例である。クライアントデバイス40は、メディアプレゼンテーションのMPDを取り
出して、様々なプレゼンテーションのムービーフラグメントにどのようにアクセスするか
を決定することができる。ムービーフラグメントは、ビデオファイルのムービーフラグメ
ントボックス(moofボックス)内に配置され得る。
【００５８】
　マニフェストファイル66(たとえば、MPDを含み得る)は、表現68のセグメントの可用性
を広告することができる。すなわち、MPDは、表現68のうちの1つの第1のセグメントが利
用可能になる壁時計時間を示す情報、ならびに表現68内のセグメントの持続時間を示す情
報を含み得る。このようにして、クライアントデバイス40の取出しユニット52は、開始時
間ならびに特定のセグメントに先行するセグメントの持続時間に基づいて、各セグメント
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が利用可能になるときを決定することができる。
【００５９】
　カプセル化ユニット30が、受信されたデータに基づいてNALユニットおよび/またはアク
セスユニットをビデオファイルにアセンブルした後、カプセル化ユニット30は、ビデオフ
ァイルを出力できるように出力インターフェース32に渡す。いくつかの例では、カプセル
化ユニット30は、ビデオファイルを直接クライアントデバイス40に送る代わりに、ビデオ
ファイルをローカルに記憶するか、または出力インターフェース32を介してビデオファイ
ルをリモートサーバに送ることができる。出力インターフェース32は、たとえば、送信機
、トランシーバ、たとえば、オプティカルドライブ、磁気媒体ドライブ(たとえば、フロ
ッピー(登録商標)ドライブ)などのコンピュータ可読媒体にデータを書き込むためのデバ
イス、ユニバーサルシリアルバス(USB)ポート、ネットワークインターフェース、または
他の出力インターフェースを備え得る。出力インターフェース32は、たとえば、送信信号
、磁気媒体、光学媒体、メモリ、フラッシュドライブ、または他のコンピュータ可読媒体
など、コンピュータ可読媒体にビデオファイルを出力する。
【００６０】
　ネットワークインターフェース54は、ネットワーク74を介してNALユニットまたはアク
セスユニットを受信し、NALユニットまたはアクセスユニットを取出しユニット52を介し
てカプセル化解除ユニット50に提供する。カプセル化解除ユニット50は、ビデオファイル
の要素を、構成要素であるPESストリームへとカプセル化解除し、PESストリームをパケッ
ト化解除して符号化データを取り出し、たとえば、ストリームのPESパケットヘッダによ
って示されるように、符号化データがオーディオストリームの一部かまたはビデオストリ
ームの一部かに応じて、符号化データをオーディオデコーダ46またはビデオデコーダ48の
いずれかに送ることができる。オーディオデコーダ46は、符号化オーディオデータを復号
し、復号したオーディオデータをオーディオ出力42に送る一方、ビデオデコーダ48は、符
号化ビデオデータを復号し、ストリームの複数のビューを含み得る復号したビデオデータ
をビデオ出力44に送る。
【００６１】
　図1の例のいくつかの要素は、本開示の技法を実行するように構成され得る。たとえば
、ネットワークインターフェース72および/または要求処理ユニット70は、本開示の技法
を実行するために独立してまたは連携して動作するように構成され得る。
【００６２】
　図2は、図1の取出しユニット52の構成要素の例示的なセットをより詳細に示すブロック
図である。この例では、取出しユニット52は、eMBMSミドルウェアユニット100と、DASHク
ライアント110と、メディアアプリケーション112とを含む。
【００６３】
　この例では、eMBMSミドルウェアユニット100は、eMBMS受信ユニット106と、キャッシュ
104と、ローカルサーバユニット102とをさらに含む。この例では、eMBMS受信ユニット106
は、たとえば、T. Pailaら、「FLUTE-File Delivery over Unidirectional Transport」
、Network Working Group、RFC 6726、2012年11月(http://tools.ietf.org/html/rfc6726
において入手可能)に記載された単方向伝送によるファイル配信(FLUTE)に従って、eMBMS
を介してデータを受信するように構成される。すなわち、eMBMS受信ユニット106は、たと
えば、BM-SCとして機能し得るサーバデバイス60からブロードキャストを介してファイル
を受信することができる。
【００６４】
　eMBMSミドルウェアユニット100がファイルに関するデータを受信すると、eMBMSミドル
ウェアユニットは受信したデータをキャッシュ104内に記憶することができる。キャッシ
ュ104は、フラッシュメモリ、ハードディスク、RAM、または任意の他の適切な記憶媒体な
ど、コンピュータ可読記憶媒体を含んでもよい。
【００６５】
　ローカルサーバユニット102は、DASHクライアント110に関するサーバとして機能しても
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よい。たとえば、ローカルサーバユニット102は、MPDファイルまたは他のマニフェストフ
ァイルをDASHクライアント110に提供してもよい。ローカルサーバユニット102は、MPDフ
ァイル内、ならびにセグメントが取り出され得るハイパーリンク内のセグメントに関する
利用可能時間を通知してもよい。これらのハイパーリンクは、クライアントデバイス40に
対応するローカルホストアドレスプレフィックス(たとえば、IPv4に関する127.0.0.1)を
含み得る。このようにして、DASHクライアント110は、HTTP GET要求または部分GET要求を
使用して、ローカルサーバユニット102にセグメントを要求してもよい。たとえば、リン
クhttp://127.0.0.1/rep1/seg3から利用可能なセグメントに関して、DASHクライアント11
0は、http://127.0.0.1/rep1/seg3に関する要求を含むHTTP GET要求を作成し、その要求
をローカルサーバユニット102にサブミットしてもよい。ローカルサーバユニット102は、
キャッシュ104から要求されたデータを取り出し、そのような要求に応答して、そのデー
タをDASHクライアント110に与えてもよい。
【００６６】
　図3は、例示的なマルチメディアコンテンツ120の要素を示す概念図である。マルチメデ
ィアコンテンツ120は、マルチメディアコンテンツ64(図1)、または記憶媒体62に記憶され
た別のマルチメディアコンテンツに対応し得る。図3の例では、マルチメディアコンテン
ツ120は、メディアプレゼンテーション記述(MPD)122と複数の表現124A～124N(表現124)と
を含む。表現124Aは、任意のヘッダデータ126とセグメント128A～128N(セグメント128)と
を含む一方、表現124Nは、任意のヘッダデータ130とセグメント132A～132N(セグメント13
2)とを含む。文字Nが、便宜的に、表現124の各々内の最後の動画フラグメントを指定する
ために使用される。いくつかの例では、表現124の間に、異なる数の動画フラグメントが
存在し得る。
【００６７】
　MPD122は、表現124とは別個のデータ構造を含み得る。MPD122は、図1のマニフェストフ
ァイル66に対応し得る。同様に、表現124は、図2の表現68に対応する場合がある。一般に
、MPD122は、コーディング特性およびレンダリングの特性、適応セット、MPD122が対応す
るプロファイル、テキストタイプ情報、カメラ角度情報、レーティング情報、トリックモ
ード情報(たとえば、時間的なサブシーケンスを含む表現を示す情報)、および/または離
れた期間を取り出すための情報(たとえば、再生中のメディアコンテンツへの、ターゲッ
トを定めた広告の挿入)のような、表現124の特性を一般に表す、データを含み得る。
【００６８】
　ヘッダデータ126は、存在するとき、セグメント128の特性、たとえば、ランダムアクセ
スポイント(RAP、ストリームアクセスポイント(SAP)とも呼ばれる)の現在のロケーション
、セグメント128のうちのどれがランダムアクセスポイントを含むのか、セグメント128内
のランダムアクセスポイントへのバイトオフセット、セグメント128のユニフォームリソ
ースロケータ(URL)もしくはURI、またはセグメント128の他の態様を記述し得る。ヘッダ
データ130は、存在する場合、セグメント132の同様の特性を記述することができる。追加
または代替として、そのような特性はMPD122内に完全に含まれ得る。
【００６９】
　セグメント128、132は、1つまたは複数のコード化ビデオサンプルを含み、ビデオサン
プルの各々が、ビデオデータのフレームまたはスライスを含み得る。セグメント128のコ
ード化ビデオサンプルの各々は、同様の特性、たとえば、高さ、幅、および帯域幅要件を
有し得る。MPD122のデータは、図3の例には示されていないが、そのような特性は、MPD12
2のデータによって記述され得る。MPD122は、本開示で説明されるシグナリングされた情
報のいずれかまたはすべてが加えられた、3GPP仕様によって記述されるような特性を含み
得る。
【００７０】
　セグメント128、132の各々は、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)またはURIと
関連付けられ得る。したがって、セグメント128、132の各々は、DASHのようなストリーミ
ングネットワークプロトコルを使用して、独立して取出し可能であり得る。このようにし
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て、クライアントデバイス40のような宛先デバイスは、HTTP GET要求を使用して、セグメ
ント128または132を取り出すことができる。いくつかの例では、クライアントデバイス40
は、HTTP部分GET要求を使用して、セグメント128または132の特定のバイト範囲を取り出
すことができる。
【００７１】
　図4は、図3のセグメント128、132のうちの1つのような表現のセグメントに対応し得る
、例示的なビデオファイル150の要素を示すブロック図である。図4の例はビデオファイル
を示すが、オーディオファイルまたは他のファイルが、ビデオファイル150のデータと同
様のデータを含み得ることを理解されたい。セグメント128、132の各々は、図4の例で示
されるデータの構成に実質的に準拠するデータを含み得る。ビデオファイル150は、セグ
メントをカプセル化すると言われ得る。上記で説明したように、ISOベースのメディアフ
ァイルフォーマットおよびその拡張によるビデオファイルは、「ボックス」と呼ばれる一
連のオブジェクト内にデータを記憶する。図4の例では、ビデオファイル150は、ファイル
タイプ(FTYP)ボックス152と、動画(MOOV)ボックス154と、セグメントインデックス(sidx)
ボックス162と動画フラグメント(MOOF)ボックス164と、動画フラグメントランダムアクセ
ス(MFRA)ボックス166とを含む。図4は、ビデオファイルの例を表すが、他のメディアファ
イルは、ISOベースのメディアファイルフォーマットおよびその拡張に従ってビデオファ
イル150のデータと同様に構成される他のタイプのメディアデータ(たとえば、オーディオ
データ、時限のテキストデータなど)を含み得る。
【００７２】
　ファイルタイプ(FTYP)ボックス152は一般に、ビデオファイル150のファイルタイプを表
す。ファイルタイプボックス152は、ビデオファイル150の最良の使用法を表す仕様を特定
するデータを含んでもよい。ファイルタイプボックス152は、代替的には、MOOVボックス1
54、ムービーフラグメントボックス164、および/またはMFRAボックス166の前に配置され
得る。
【００７３】
　いくつかの例では、ビデオファイル150などのセグメントは、FTYPボックス152の前にMP
D更新ボックス(図示せず)を含み得る。MPD更新ボックスは、ビデオファイル150を含む表
現に対応するMPDが更新されるべきであることを示す情報を、MPDを更新するための情報と
ともに含み得る。たとえば、MPD更新ボックスは、MPDを更新するために使用されるリソー
スのURIまたはURLを提供することができる。別の例として、MPD更新ボックスは、MPDを更
新するためのデータを含み得る。いくつかの例では、MPD更新ボックスは、ビデオファイ
ル150のセグメントタイプ(STYP)ボックス(図示せず)の直後にくることがあり、このSTYP
ボックスは、ビデオファイル150のセグメントタイプを定義し得る。以下でより詳細に論
じる図7は、MPD更新ボックスに関する追加の情報を提供する。
【００７４】
　MOOVボックス154は、図4の例では、動画ヘッダ(MVHD)ボックス156と、トラック(TRAK)
ボックス158と、1つまたは複数の動画延長(MVEX)ボックス160とを含む。一般に、MVHDボ
ックス156は、ビデオファイル150の一般的な特性を表してもよい。たとえば、MVHDボック
ス156は、ビデオファイル150がいつ最初に作成されたかを表すデータ、ビデオファイル15
0がいつ最後に修正されたかを表すデータ、ビデオファイル150のタイムスケールを表すデ
ータ、ビデオファイル150の再生の長さを表すデータ、または、ビデオファイル150を全般
的に表す他のデータを含んでもよい。
【００７５】
　TRAKボックス158は、ビデオファイル150のトラックのデータを含んでもよい。TRAKボッ
クス158は、TRAKボックス158に対応するトラックの特性を記述する、トラックヘッダ(TKH
D)ボックスを含んでもよい。いくつかの例では、TRAKボックス158は、コード化ビデオピ
クチャを含み得るが、他の例では、トラックのコード化ビデオピクチャは、TRAKボックス
158のデータおよび/またはsidxボックス162のデータによって参照され得る動画フラグメ
ント164内に含まれ得る。
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【００７６】
　いくつかの例では、ビデオファイル150は、2つ以上のトラックを含み得る。したがって
、MOOVボックス154は、ビデオファイル150中のトラックの数と等しい数のTRAKボックスを
含み得る。TRAKボックス158は、ビデオファイル150の対応するトラックの特性を記述する
場合がある。たとえば、TRAKボックス158は、対応するトラックの時間情報および/または
空間情報を表す場合がある。MOOVボックス154のTRAKボックス158と同様のTRAKボックスは
、カプセル化ユニット30(図3)がビデオファイル150のようなビデオファイル中にパラメー
タセットトラックを含める場合、パラメータセットトラックの特性を記述してもよい。カ
プセル化ユニット30は、パラメータセットトラックを記述するTRAKボックス内で、パラメ
ータセットトラックにシーケンスレベルSEIメッセージが存在することをシグナリングし
てもよい。
【００７７】
　MVEXボックス160は、たとえば、もしあれば、MOOVボックス154内に含まれるビデオデー
タに加えて、ビデオファイル150がムービーフラグメント164を含むことをシグナリングす
るために、対応するムービーフラグメント164の特性を記述し得る。ストリーミングビデ
オデータの文脈では、コード化ビデオピクチャは、MOOVボックス154の中ではなくムービ
ーフラグメント164の中に含まれ得る。したがって、すべてのコード化ビデオサンプルは
、MOOVボックス154の中ではなくムービーフラグメント164の中に含まれ得る。
【００７８】
　MOOVボックス154は、ビデオファイル150の中のムービーフラグメント164の数に等しい
数のMVEXボックス160を含み得る。MVEXボックス160の各々は、ムービーフラグメント164
の対応する1つの特性を記述し得る。たとえば、各MVEXボックスは、ムービーフラグメン
ト164の対応する1つの持続時間を記述するムービー延長ヘッダ(MEHD)ボックスを含み得る
。
【００７９】
　上述したように、カプセル化ユニット30は、実際のコード化ビデオデータを含まないビ
デオサンプル内にシーケンスデータセットを記憶してもよい。ビデオサンプルは、一般に
、アクセスユニットに対応してもよく、アクセスユニットは、特定の時間インスタンスに
おけるコード化ピクチャの表現である。AVCの文脈では、アクセスユニットと、SEIメッセ
ージのような他の関連する非VCL NALユニットとのすべてのピクセルを構築するための情
報を包含する、1つまたは複数のVCL NALユニットをコード化ピクチャは含む。したがって
、カプセル化ユニット30は、シーケンスレベルSEIメッセージを含み得るシーケンスデー
タセットを、ムービーフラグメント164のうちの1つの中に含み得る。カプセル化ユニット
30はさらに、シーケンスデータセットおよび/またはシーケンスレベルSEIメッセージの存
在を、ムービーフラグメント164の1つに対応するMVEXボックス160の1つの中のムービーフ
ラグメント164の1つの中に存在するものとして、シグナリングすることができる。
【００８０】
　SIDXボックス162は、ビデオファイル150の任意の要素である。すなわち、3GPPファイル
フォーマットまたは他のそのようなファイルフォーマットに準拠するビデオファイルは、
必ずしもSIDXボックス162を含むとは限らない。3GPPファイルフォーマットの例によれば
、SIDXボックスは、セグメント(たとえば、ビデオファイル150内に含まれるセグメント)
のサブセグメントを識別するために使用され得る。3GPPファイルフォーマットは、「メデ
ィアデータボックスに対応する1つまたは複数の連続するムービーフラグメントボックス
の自己完結型セットであって、ムービーフラグメントボックスによって参照されるデータ
を包含するメディアデータボックスが、そのムービーフラグメントボックスに続き、同じ
トラックについての情報を包含する次のムービーフラグメントボックスに先行する」とし
てサブセグメントを定義する。3GPPファイルフォーマットはまた、SIDXボックスが、「ボ
ックスによって文書化された(サブ)セグメントのサブセグメントへの一連の参照を包含す
る。参照されるサブセグメントは、プレゼンテーション時間において連続する。同様に、
セグメントインデックスボックスによって参照されるバイトは、セグメント内で常に連続
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する。参照されるサイズは、参照される材料におけるバイトの数のカウントを与える。」
ことを示す。
【００８１】
　SIDXボックス162は、一般に、ビデオファイル150内に含まれるセグメントの1つまたは
複数のサブセグメントを表す情報を提供する。たとえば、そのような情報は、サブセグメ
ントが開始および/または終了する再生時間、サブセグメントに関するバイトオフセット
、サブセグメントがストリームアクセスポイント(SAP)を含む(たとえば、それによって開
始する)かどうか、SAPのタイプ(たとえば、SAPが、瞬時デコーダリフレッシュ(IDR)ピク
チャ、クリーンランダムアクセス(CRA)ピクチャ、ブロークンリンクアクセス(BLA)ピクチ
ャなどのいずれであるか)、サブセグメント内の(再生時間および/またはバイトオフセッ
トに関する)SAPの位置、などを含み得る。
【００８２】
　ムービーフラグメント164は、1つまたは複数のコード化ビデオピクチャを含み得る。い
くつかの例では、ムービーフラグメント164は、1つまたは複数のピクチャのグループ(GOP
)を含んでよく、GOPの各々は、多数のコード化ビデオピクチャ、たとえばフレームまたは
ピクチャを含み得る。加えて、上記で説明したように、ムービーフラグメント164は、い
くつかの例ではシーケンスデータセットを含み得る。ムービーフラグメント164の各々は
、ムービーフラグメントヘッダボックス(MFHD、図4には示されない)を含み得る。MFHDボ
ックスは、ムービーフラグメントのシーケンス番号などの、対応するムービーフラグメン
トの特性を記述し得る。ムービーフラグメント164は、ビデオファイル150の中でシーケン
ス番号の順番に含まれ得る。
【００８３】
　MFRAボックス166は、ビデオファイル150のムービーフラグメント164内のランダムアク
セスポイントを記述し得る。これは、ビデオファイル150によってカプセル化されたセグ
メント内の特定の時間的ロケーション(すなわち、再生時間)の探索を実行するなど、トリ
ックモードを実行することを支援し得る。MFRAボックス166は、いくつかの例では、一般
に任意選択であり、ビデオファイル中に含まれる必要はない。同様に、クライアントデバ
イス40のようなクライアントデバイスは、ビデオファイル150のビデオデータを正確に復
号し表示するために、MFRAボックス166を必ずしも参照する必要はない。MFRAボックス166
は、ビデオファイル150のトラックの数と等しい数のトラックフラグメントランダムアク
セス(TFRA)ボックス(図示せず)を含んでよく、またはいくつかの例では、ビデオファイル
150のメディアトラック(たとえば、ノンヒントトラック)の数と等しい数のTFRAボックス
を含んでよい。
【００８４】
　いくつかの例では、ムービーフラグメント164は、IDRピクチャなどの1つまたは複数の
ストリームアクセスポイント(SAP)を含み得る。同様に、MFRAボックス166は、SPAのビデ
オファイル150内の位置の指標を提供し得る。したがって、ビデオファイル150の時間的サ
ブシーケンスは、ビデオファイル150のSAPから形成され得る。時間的サブシーケンスはま
た、SAPに従属するPフレームおよび/またはBフレームなどの他のピクチャを含み得る。時
間的サブシーケンスのフレームおよび/またはスライスは、サブシーケンスの他のフレー
ム/スライスに依存する時間的サブシーケンスのフレーム/スライスが適切に復号されるよ
うに、セグメント内に配置され得る。たとえば、データの階層的配置において、他のデー
タのための予測に使用されるデータはまた、時間的サブシーケンス内に含まれ得る。
【００８５】
　図5は、例示的なブロードキャストDASHインフラストラクチャシステム180を示すブロッ
ク図である。システム180は、システム管理ユニット198、GOP持続時間メディアバッファ1
82、メディアエンコーダ184、セグメンタ186、センダ188、スケジューラ190、フレーマ19
2、および励振器/増幅器194を含む。システム180、したがってシステム180のこれらの構
成要素の各々は、図1のサーバデバイス60または図1のコンテンツ準備デバイス20などのソ
ースデバイス内に含まれ得る。同じく、サーバデバイスおよびコンテンツ準備デバイスは
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、機能的に単一のデバイス内に統合され得る。
【００８６】
　システム180の例では、GOP持続時間メディアバッファ182は、符号化されるべきメディ
アデータを受信してバッファリングする。メディアエンコーダ184(それは、実際に、図1
のオーディオエンコーダ26および図1のビデオエンコーダ28など、複数のメディアエンコ
ーダを表す)は、メディアデータ(たとえば、オーディオデータ、ビデオデータおよび/ま
たは時限テキストデータ)を符号化し、メディアデータをネットワーク抽象化層(NAL)ユニ
ット内にカプセル化し、符号化されたメディアデータをNALユニット形式202でセグメンタ
186に供給する。加えて、メディアエンコーダ184は、セグメンタ186に明示的MDE識別子20
0を表すデータを送信する。
【００８７】
　セグメンタ186は、受信されたNALユニットをそれぞれのセグメントにカプセル化する。
したがって、一般に、セグメンタ186は、セグメント内のMDEのロケーションを示す明示的
情報を提供しない。しかしながら、効果的に、セグメンタ186は、センダ188にMDEを、セ
グメント内のバイト範囲の形式(206)で提供する。さらに、セグメンタ186はまた、MDEに
対する送信時間要件204を決定し、センダ188に送信時間要件204を示すデータを送信する
。
【００８８】
　センダ188は、本開示の技法によるファイルベースプロトコル送信ユニットの一例を表
す。この例では、センダ188は、ROUTEに従って受信されたセグメントのデータを送信する
。他の例では、センダ188は、FLUTEまたは他のそのようなファイルベースプロトコルに従
って受信されたセグメントのデータを送信し得る。本開示の技法によれば、センダ188は
、スケジューラ190およびフレーマ192に、MDEデータ(たとえばIP、UDP、ROUTE、ALPなど
、ネットワークベースデータユニット内にカプセル化された)210と送信時間要件208の両
方を送信する。フレーマ192は、スケジューラ190によって決定されたスケジュールデータ
に従って励振器/増幅器194へのネットワークデータをカプセル化するネットワークフレー
ムを形成し、ここでネットワークフレームは、物理層データ配信イベント(DDE)のベース
バンド記述212をさらに含む。励振器/増幅器194は、たとえばATSC OTAブロードキャスト
、イーサネット(登録商標)などを介するなど、物理ネットワーク層を介してデータをアク
ティブに送信する。
【００８９】
　新型テレビジョンシステム委員会(ATSC)システムなどのブロードキャストシステムは、
ROUTE内またはメディアアウェアバイト範囲を含む他のオブジェクト配信プロトコル内のM
DEで実装されたメディアアウェアバイト範囲の使用をサポートし得る。システムに対する
個々のMDEの識別(規定)は必要な挙動であり、それゆえ、システムはMDEを配信することが
できる。すなわち、MDEをパッケージ化して適切な時間ラベリングとともにスケジューラ
に送信するために、システムは、どのメディアアウェアバイト範囲がMDE(または同様のデ
ータオブジェクト)を表すかを決定することができなければならない。
【００９０】
　MDEの例示的な定義は、受信メディアコーデックにとって有意義なメディアのメディア
アウェアバイト範囲である。コーデックのフレーム構造によって、MDEは、タームサンプ
ルのISO BMFF使用における複数のサンプルである場合があり、またはない場合がある。複
数のオーディオサンプルを含む高効率アドバンストオーディオコーディング(HE-AAC)(ISO
/IECJTC1/SC29/WG11/N7016(2005年1月11日))におけるオーディオフレームは、それ自体、
ISO BMFFの文脈における単一のサンプルである。HEVCの文脈におけるISO BMFFサンプルは
、ビデオデータの単一のフレームであり得る。MDEは、単一のまたは複数のISO BMFFサン
プルを含み得る。この可能性は、一連のビデオフレーム間の相互依存性によって存在する
。最小のMDEが存在するが、便宜上または他の目的で、これらのアトミックMDE、すなわち
最小のMDEは、より大きいMDEにアグリゲートされ得る。一般的な用語におけるMDEは重複
しない。
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【００９１】
　MDEに最初に気づき得る図5のシステム180の要素は、メディアエンコーダ184、セグメン
タ186およびセンダ188である。図5の機能エンティティは概念である。カスケードのこの
論理構造は、システムを考察するのに便利なためであって、必要とされるものではない。
この機能は、単一のエンティティに機能的に統合され得るか、または場合によっては異な
る方法で追加のまたは代替のユニットに再分割され得る。MDE構成の論理ロケーションは
、メディアエンコーダ184、セグメンタ186、またはセンダ188の入力セクションの範囲内
にある。
【００９２】
　MDEの範囲および規定は、取り扱われるメディアタイプに従って規定される。たとえば
、オーディオは、個別のセグメントにパッケージ化され得るか、またはセグメント、すな
わちISO BMFFファイル/オブジェクト内に多重化され得る。MPEG DASH(国際規格ISO/IEC 2
3009-1第2版、2014年5月1日、情報技術-動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)パー
ト1:メディアプレゼンテーション記述およびセグメントフォーマット)は、たとえば、多
重化セグメントと非多重化セグメントの両方を規定する。これは、構成の一態様にすぎな
い。上記の図5に示すように、様々な機能に構成を提供するシステム構成機能が存在し得
る。
【００９３】
　いくつかの潜在的に構成される態様の例は、以下を含む:
・DASHに対して
　○セグメント持続時間
　○セグメント構成、すなわち特定のメディアオブジェクト内に含まれるメディアタイプ
　○セグメントタイプケイデンス、たとえば特定のメディアセグメントはストリームアク
セスポイントを含むかまたは含まないか
・ビデオエンコーダに対して
　○GoP持続時間(特定のコーデックネーミングはそのような構造に対して変化する)
　○GoPタイプ、たとえば開か閉か
　○フレームタイプケイデンス、たとえばI、B、B、P、B、B、P...
　○フレームレート、解像度、プログレッシブ対インターレースなど
　○パターンマッチを介するかまたはたとえば許容されたメディア構造からのMDE境界
　　・オーディオフレームはアトミックMDEおよびISO BMFFサンプルである
　　・個々のI(IDR)フレームはアトミックMDEである
　　・ビデオフレームのグループは図3に示すアトミックMDEである
　○そのような決定はエンコーダ内で下されるかもしくは知られている場合があり、また
はセグメンタによって決定される場合がある
・オーディオエンコーダに対して
　○サンプルレート
　○コーディングツールの選択
　○特定のコーデックによるオーディオフレーム構造の詳細
【００９４】
　これらの態様が静的構成である限り、関連するMDE規定は静的規定として提供され得、
すなわちエンコーダの構成はセグメンタおよびまたはセンダに知られている。なぜならば
、エンコーダの構成はセッティングの静的に構成されたセットであるからである。ビデオ
がビデオフレームタイプの単一の規定されたケイデンスを実行すると仮定すると、MDE境
界はその構成によって画定され得る。特定のビデオケイデンスおよびそのアトミックMDE
の一例として、以下の図7を参照されたい。この図は、ビデオフレームの表示順序を示す
ことに留意されたい。
【００９５】
　図6は、例示的な高レベル構成のMDEを示す概念図である。
【００９６】
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　図7は、例示的なフレームタイプケイデンスおよび対応する規定されたMDEを示す概念図
である。詳細には、図7は、ビデオフレーム250～296を示す。様々なビデオフレームは、
フレームがイントラ予測(I)、単方向インター予測(P)、または双方向インター予測(B)の
いずれであるかを表すために、I、PまたはBのいずれかとして標示される。
【００９７】
　図7に示すビデオフレームは、表示順序で示される。図が配信順序で示されるならば、
フレームグルーピングは、ビデオエンコーダからのソースストリームの中、およびISO BM
FFコンテナ、すなわちDASHに対するメディアセグメントの中の隣接するバイト範囲として
現れることになる。
【００９８】
　そのような規定されたケイデンスに対するMDE境界の識別は、たとえば、GoPの第1のN個
のビデオフレームをMDE 1として規定し、次のM個のフレームをMDE 2として規定し、以下
同様に規定する表を介して、またはフレームタイプの特定のケイデンス、たとえばコーデ
ックシンタックス内で認識されるパターンマッチを介して達成され得る。表手法の使用は
、フレームタイプのケイデンスがセグメントごとに静的であるならば、単純でかつ便利で
ある。これは、MDE当たりおよびコーデック当たりに固定数のオーディオコーデックフレ
ームが存在し得るオーディオメディアタイプに対して、潜在的に便利な方法である。(こ
れはまた、些細なルールの一例である。)パターンまたはルールの明示的な記述を含み得
るこれらの表は、XMLとして表現され得る。図7は、いくつかのアトミックMDEがアグリゲ
ートされてより大きいMDEを形成することができることを示す。これは、ルールマッチも
しくはパターンマッチ、またはそれらの組合せを介して決定され得る。これらの方法は、
メディアエンコーダ内で実装され得、セグメンタおよびセンダ、たとえばROUTEまたはMMT
への明示的な記述として前方に送られ得る。
【００９９】
　上記で簡単に述べたように、構成テーブルはルールに従って形成され得る。そのような
ルールの論理は、MDE(メディアアウェアバイト範囲)識別機能の動作が適応的であること
を可能にし得る。これは、たとえば、セグメント(ISO BMFFオブジェクト)が多重化される
、すなわち複数のメディアタイプを含む場合に便利である。セグメンタのMDE識別機能は
、たとえば、クローズドキャプション、オーディオ、およびビデオをパースすることがで
きる。さらに、例示的なビデオフレームタイプのケイデンスは、適応的であり得る。
【０１００】
　MDEの観点からビデオの適応的態様の例は、以下を含む:
・セグメントのシーケンス内の開いたおよび閉じたGoPを可能にするためのビデオフレー
ムタイプケイデンス
・セグメントごとまたは周期ごとのビデオフレームカウントおよびタイプケイデンス
　○たとえば、散在した24fpsのコマーシャルおよび30fpsのコンテンツ
　○フレームレートにおけるそのような変化は、ビデオフレームタイプケイデンスの変化
、および結果としてMDEケイデンスを引き起こす可能性がある。
【０１０１】
　セグメント内のMDE識別、すなわちバイト範囲アウェアプロトコルたとえばROUTEまたは
MMTをサポートにおいて関連メディアコーデックに文脈上関係するメディアアウェアバイ
ト範囲をサポートするための技法が説明される。
【０１０２】
　そのようなMDE規定、すなわちメディアコーデックアウェアバイト範囲をサポートする
ための技法の例は、以下を含み得る。
・以下のような特定のシーケンスを記述する表手法:
　○ビデオフレームタイプ
　○ビデオフレームタイプのシーケンス
　○たとえば、ビデオフレームまたはオーディオフレームの数
　○記述された構造の組合せ
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　○たとえば、ビデオフレームタイプの特定のシーケンスのパターンマッチ
　○メディアエンコーダ、セグメンタまたはセンダ内で実装されるこれらの方法
・ルールベースのMDEベース検出
　○たとえば、HEVCコーデックの特定の構成は、以下のフレームタイプシーケンスのこれ
らの論理構造を可能にし得る:
　　・フレームシーケンス(MDE)の開始は条件のこの第1のセットを満足する。
　　・フレームシーケンス(MDE)の終了は条件の第2のセットを満足する。
　　・フレームタイプのシーケンスは条件の第3のセットを満足する。
・説明されるパターンおよびルールの方法は組み合わされ得る、たとえば、
　○このパターンが発見され
　○次いで、このルールが適用されるべきである
・メディアエンコーダは、特定のMDE構造を有する規定された動作モードのライブラリを
有し得る。
　○メディアエンコーダは前記動作モードをセグメンタに送られた符号化されたメディア
とリアルタイムで通信する
・たとえば、XMLまたはルールベースの論理およびパターンベースの論理のファイルの付
録A参照
【０１０３】
　各MDEは、最早および/または最遅の送信時間で規定され得る。これはスケジューラのた
めになり、スケジューラのタスクは、配信スロット、たとえば物理層上のATSC 3.0内の特
定のFECフレームにメディアを割り当てることである。これらの最早および最遅の属性は
、以下のような異なる態様によって制約され得る。
・最早の送信時間:これは、文字通り、所与のMDE(またはセグメント)の第1のビットが放
射され得る瞬間である。この最早の放射ビットは、すべての関連するカプセル化プロトコ
ルを含む。
・最遅の送信時間:これは、文字通り、MDE(またはセグメント)の最後のビットが放射され
なければならない最後の瞬間である。この最後のビットは、すべての関連するカプセル化
プロトコルを含む。
【０１０４】
　最早の送信時間は、システム構成によって制約され得る。たとえば、物理層フレームケ
イデンスは、ATSC物理層時間(48b TAI秒、10b msec、または場合によっては他の数分の1
秒)の全体の秒の境界で開始するフレームを有し得る。この物理層フレームケイデンスは
、メディアセグメント持続時間に直接関連する場合があり、または関連しない場合がある
。たとえば、プログラムの所与の期間は、置換広告である広告に先行して、すべての秒が
終了する前にその全体が配信されなければならない。たとえば、置換広告をトレーリング
することは、少なくとも次のすべての秒が開始するまで配信を開始してはならない。期間
の境界から離れた時間に対して、最早の送信時間は、たとえば先行するすべての秒の中に
ある。
【０１０５】
　最遅の送信時間は、標示されたMDE内に含まれる最後に復号されたメディアの復号時間
に関係し得る。メディアセグメントレベル配信に適用されたラベリングは、名目上のDASH
/セグメント利用可能性タイムラインによって決定され得る。最遅の送信時間は、セグメ
ントに対する配信の最終期限を満足することと一致し得る。セグメントの最後のMDE(メデ
ィアアウェアバイト範囲)に対する最遅の送信時間要件は、完了したセグメントと同じで
あり得る。
【０１０６】
　図8は、システム時間の単純なビューを表す概念図である。すなわち、図8は、システム
時間のトップレベルビューを示す。これは、セグメントレベルの再生またはバイト範囲ベ
ースの再生のいずれかに対する場合である。MDE再生に対する1つの差は、静的受信機遅延
はセグメント再生に対する遅延より著しく短いことである。局壁時計時間は、物理層およ
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びサポートプロトコルを介して受信機に配信され得る。同期後の任意の瞬間における受信
機壁時計は、最新の局壁時計時間から、支配的な送信機から受信機までの最新の信号飛行
時間を減算したものである。
【０１０７】
　図9は、時間関係で構成された送信インフラストラクチャを表すシステム300を表すブロ
ック図である。すなわち、図9は、時間遅延がシステム300の送信プロセスにどのように影
響を及ぼし得るかについての概念表現を提供する。この例では、システム300は、GoP持続
時間メディアバッファ306、メディアエンコーダ308、セグメンタ310、レート制御304、シ
ステム管理ユニット302、センダ312、スケジューラ314、および励振器/増幅器316を含む
。
【０１０８】
　この例では、GoP持続時間メディアバッファ306は、符号化されるべき生のメディアデー
タを記憶する(すなわち、バッファリングする)。メディアエンコーダ308は、GoP持続時間
メディアバッファ306から符号化されるべきメディアデータを取り出し、メディアデータ
を符号化し、符号化されたメディアデータをNALユニットの形態にカプセル化し、セグメ
ンタ310にNALユニット320を配信する。符号化されたメディアデータはまた、たとえば図7
に示すMDEを含むことを理解されたい。その上、上記で説明したように、MDEの各々は、最
早の送信時間要件および/または最遅の送信時間要件などの送信時間要件を有し得る。
【０１０９】
　セグメンタ310は、メディアエンコーダ308からNALユニット320を受信し、それぞれのセ
グメント内で1つまたは複数のMDE(すなわち、NALユニットのうちの1つまたは複数)をカプ
セル化する。同じく、セグメントは、それぞれのURLに関連付けられた、独立して配信可
能なファイルに対応し得、ここでURLは、対応するセグメントをそれぞれ一意に識別し得
る。MDEは、セグメントのそれぞれのバイト範囲に対応し得る。加えて、セグメンタ310は
、MDEの各々に対する送信時間要件を決定し、センダ312に送信時間要件322と(セグメント
のバイト範囲の形態の)MDE324の両方を送信することができる。
【０１１０】
　センダ312は、ROUTEなどのファイルベース配信プロトコルに従って動作し得る。したが
って、センダ312は、送信のためのスケジューラ314に対して、セグメント(たとえば、MDE
)のそれぞれの部分を、パケットまたはフレームなど、それぞれのネットワークベースの
配信ユニット328にカプセル化し得る。加えて、センダ312は、スケジューラ314が送信時
間要件に従ってクライアントデバイス(図9に示されず)にネットワークベースの配信ユニ
ットを配信し得るように、スケジューラ314に送信時間要件326を提供する。より詳細には
、スケジューラ314は、物理層データ配信イベント(DDE)のベースバンド記述330を形成し
、励振器/増幅器316に物理層DDEのベースバンド記述330を送信する。次いで、励振器/増
幅器316は、たとえばクライアントデバイスに物理層におけるデータを送信する。
【０１１１】
　図9はまた、クライアントデバイスにメディアデータを送信するときにシステム300によ
ってもたらされる様々な遅延を表す。たとえば、バッファリングされるメディアデータと
送信のためにスケジュールされるメディアデータとの間の時間は、分析持続時間遅延332
と呼ばれる。分析持続時間遅延は、特に、特定のサンプル334に対する単一のパス遅延を
含み、単一のパス遅延は、図9に示すように、メディアエンコーダ308がサンプルを符号化
するときと、NALユニットにおけるサンプルをカプセル化してセグメンタ310にNALユニッ
トを提供するときとの間の時間である。その上、送信のためのデータがスケジュールされ
たときとデータが実際に送信されるときの間の時間は、送信機およびSTL遅延336と呼ばれ
る。
【０１１２】
　メディアデータに対する時間を規定することは、放射時間よりどれだけ前にシステム30
0の送信インフラストラクチャの様々な機能ブロックが動作していなければならないか、
および受信からどれだけ後にメディアがメディアデコーダに手渡されることになるかを考
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慮することである。したがって、この議論は放射の前と受信の後に分割される。実際の放
射時間はなぜ重要であるか。パーソナライズされた広告の挿入などのアプリケーションの
ためのソースストリームの間で潜在的な同期切換えを達成するために。メディアの送信を
境界付ける実際の時間は制約される場合がある。受信機に配信される時間は、物理層のブ
ートストラップ特性の放射時間に同期される。特定の期間が物理層上に存在する時間スパ
ンは、把握されて制御されなければならない。MDEまたはメディアセグメントは、放射を
許容される時間の範囲で標示され、それゆえ、実際の放出の前のすべてのプロセスは、一
般的に、特定のブロックまたは機能に関連する一定の遅延によって時間的にオフセットさ
れる。図9は、送信インフラストラクチャ内の時間領域の妥当な構成を示す。この区画は
要件ではなく、それは概念的な観点から便利であるにすぎない。以下は、いくつかの可能
な時間領域およびそれらの妥当な持続時間の記述である。
【０１１３】
　送信機およびスタジオ送信機リンク(STL)遅延336:これらのブロックにわたる規定され
た遅延は十分に長く、STLへの配信を開始しようとしている所与の物理層フレームは、こ
の期間が経過したときに送信機による出力を開始し得る。この遅延は、名目上、少なくと
も物理層フレーム遅延、インターリーバ持続時間、およびSFN配信網内の最長送信遅延を
含む。たとえば、サブフレーム上でこの遅延をより短く実行することが考慮され得る。サ
ブフレームを潜在的にサポートすることは、スタジオ送信機リンクのスタジオ上に増加し
たピークレートを生じる場合があり、すなわち、スタジオ送信機リンクは、少なくともサ
ブフレーム持続時間の間、物理層の最大許容スループットを持続しなければならない。フ
ルフレーム実装に対する制約は、フルフレームベースで測定されたピーク許容レート割り
振りであり、それはサブフレーム当たりにより低くなり得るが、それはすべてのアクティ
ブPLPが同じ能力であるならば同じであり得る。
【０１１４】
　分析持続時間遅延332:スケジューラ314のタスクの1つは、その規定された時間の最終期
限を満足し、現在の物理層PLP規定当たりの能力制約を満足するように、物理層にメディ
アを割り当てることである。これを達成するために、スケジューラ314は、メディアに値
する物理層フレームの最長持続時間を少なくとも分析すべきである。スケジューラ314が
、経過した物理層フレーム時間当たりに符号化されたメディアの少なくとも1つの物理層
フレーム時間を正常にスケジュールしない場合、スケジューラ314は最終的に失敗する可
能性がある。これは累積的タスクである。メディア時間のその持続時間より小さい物理層
フレームは、より多いメディア時間を表す物理層フレームでオフセットされ得る。
【０１１５】
　物理層フレームの持続時間は、最長のメディアセグメントまたはGoP持続時間の持続時
間より短い場合がある。そのような場合、限界の境界は、少なくとも最長のメディアセグ
メント持続時間またはGoP持続時間に関係し、GoPは複数のメディアセグメントからなる。
スケジューラ314は、最長持続時間メディアセグメント/GoPが正常にスケジュールされる
ことを確実にし得る。スケジューラ314は、さらに、メディア秒当たりに、符号化された
メディアセグメント/GoPの少なくとも1つの秒を生成し得る。本明細書で説明するように
、分析持続時間遅延332は一定ではない。なぜならば、スケジューラ314は、実際の放射時
間内に最遅の放射時間-最早の放射時間の柔軟性を有するからである。
【０１１６】
　単一のパス遅延334:入力メディアがメディアエンコーダ308およびセグメンタ310上で直
接ストリーミングされるならば、得られた第1のセグメントにおいて説明したように、GoP
の第1のフレームの入力から第1の復号されたフレームの復号時間までの所与の構成に対し
て静的な復号遅延が存在することになる。これは概念的構成である。
【０１１７】
　メディアエンコーダ308(それは複数のエンコーダを表し得る)は、メディアセグメント
時間当たりに符号化されたコンテンツの2つ以上のメディア時間を作成し得る可能性が非
常に高い場合があり得る。実際の制約は、符号化方式が利用する「パス」の数によって規
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定される可能性がある。この文脈では、「パス」は、メディア符号化の一例である。メデ
ィアエンコーダ308が1つの符号化パス上ですべてのターゲットを満足することができるな
らば、要件は、経過したメディアセグメント時間当たりメディアの少なくとも1つのメデ
ィアセグメント持続時間である。第1のパス上で所望のデータサイズを得ることはかなり
困難であり、それゆえ、スケジューラは、パスを2つのパス符号化に制限することを試み
ることができる。2パス符号化では、第1のパスは、符号化されるべきメディアデータの複
雑さに対するキャリブレーションを提供し、第2のパスは、物理層の能力を満足するため
に第1のパスの間に行われた決定を調整するために使用され得る。最初の符号化パスが最
終の所望の/必要なデータサイズと大幅に異なるデータサイズを生じた場合、データレー
トに対して第3のパスまたは他の調整が実行され得る。スケジューラは、すべてのカプセ
ル化を含む物理層内で配信されるべき実際のデータサイズで動作しなければならないこと
に留意されたい。
【０１１８】
　メディアはリアルタイムでメディアエンコーダ308にストリーミングしていると仮定す
ると、これは複数パス符号化方式であり、潜在的に、メディアエンコーダの前方にリアル
タイムストリーミングメディアをキャプチャするために必要なフルGoP遅延が存在する。
受信機において符号化されたメディアが与えられる復号時間は、インフラストラクチャお
よび受信機のすべての遅延を考慮しなければならない。これらはメディアセグメント再生
に基づくことが予想される。MDE時間は、セグメントレベルの再生に対して発生したもの
に対して、MDE RAPスタートアップポイントから計算され得る。
【０１１９】
　図10は、千鳥形RAPロケーションを有するGOPにつき複数のセグメントを示す概念図であ
る。図10に示す千鳥形RAPセグメント時間(GoPにつき複数の分析持続時間)は、メディアの
スケジューリング前の最小の必要キャプチャ時間を低減し得、したがって全レイテンシを
引き下げる。これは、いくぶん制限された直ちに多重化する利益を有する。なぜならば、
図示のように、所与の物理層フレームに対するデータレートは、単一のRAPセグメントデ
ータサイズによって影響を及ぼされるからである。メディアの時間ラベリングは、メディ
アによってキャプチャされる。
【０１２０】
　上記で説明したように、送信遅延、または放射に対する遅延は、以下のように表現され
得る。
分析遅延持続時間-特定のサンプルに対する単一のパス遅延+送信機およびSTL遅延
(フレーム時間+インターリーバ深度+SFN分配)
【０１２１】
　図11は、メディア再生のための時間を復号する最小遅延を示す概念図である。すなわち
、図11は、メディアセグメントおよびMDE再生に対するメディア復号時間に影響を及ぼす
最小遅延を示す。メディアセグメントとMDE再生との間の1つの差は、セグメントレベルの
遅延におけるMDE再生に対する開始時間は、最長のスタック遅延と推奨された表示遅延と
の和を考慮しなければならないが、一方で、MDEレベルの再生は、静的な個々のデバイス
の実際の遅延と、ROUTEバッファフルネスが十分であることを確実にするための遅延との
和であることである。全MDE遅延値は、セグメント時間より小さい場合がある。
【０１２２】
　端から端までの全セグメント復号遅延は、以下のように表現され得る。
分析遅延持続時間-特定のサンプルに対する単一のパス遅延+送信機およびSTL遅延
(フレーム時間+インターリーバ深度+SFN分配)+飛行時間+利用可能性開始時間に対する遅
延+MPD@suggestedPresentationDelay+特定のサンプルに対するセグメント内遅延
【０１２３】
　端から端までの全MDE復号遅延は、以下のように表現され得る。
分析遅延持続時間-特定のサンプルに対する単一のパス遅延+送信機およびSTL遅延
(フレーム時間+インターリーバ深度+SFN分配)+飛行時間+ROUTEまたは同様のMMT受信機に
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おける遅延到達+ストリーミングバイト範囲ホールドオフ時間+特定のサンプルに対するセ
グメント内遅延
【０１２４】
　スケジューリングのための時間メタデータ方法のいくつかの詳細が、上記で説明された
。スケジューリングのための時間メタデータ方法のさらなる詳細が、本明細書で説明され
る。MDEに対する時間メタデータの構造は、セグメント開始による最遅に必要な送信時間
によって規定されるアンカーポイントに基づき得る。MDEに対する必要な最遅の時間は、
セグメント開始後の各それぞれのMDEの第1の復号時間の順にリニアであり得る。最遅の時
間は、セグメントの第1の復号されたMDEでもあるセグメントの第1の復号されたサンプル
に対して、MDE内の現在復号されるべきサンプルの復号時間によって制約され得る。この
種の方法は、復号時間においてリニアであり、方法は、最遅の送信時間メタデータを規定
するための唯一の手法である。
【０１２５】
　たとえば、場合によっては、オーディオおよびキャプションなど、前倒しのメディア構
成要素を考慮するための追加の態様がある。これらのメディア構成要素はビデオに対して
小さいが、完全なプレゼンテーションはこれらのメディア構成要素がなくては再生できな
いので、ビデオRAPの前にそれらを送信することがおそらく最もシンプルであるが、後でM
PDおよびISなどのメタデータオブジェクトを必要とする可能性がある。すなわち、一般に
、方法は、すべての必要な小さいデータオブジェクトが最初に配信されることを確実にす
るために使用され得る。
【０１２６】
　図12は、任意の物理層同期および関連するメタデータを示す概念図である。T-RAPに対
する物理層フレームの関係は、最早の送信に対して関連する態様である。たとえば、名目
上の物理フレーム開始の前に移動するための自由さの最早の時間を示す図12の例を考慮す
る。これは、全層において開始メタデータの完全なシーケンスがない場合、チャネル変更
時間に影響を及ぼし得る。
【０１２７】
　物理層の設計は、上記で説明したように、GoP境界に正確に同期させることができる場
合があり、またはできない場合がある。同期位置の規定は、物理層のヌメロロジーによっ
て他のロケーションに制約され得る。実行可能な方法は、GoP持続時間の近くのロケーシ
ョンを使用することである。たとえば、次に利用可能な時間、すなわち、先行するトラフ
ィックベアリング変換の名目上の境界の前後が近くであり得る。最小変換に対する時間の
スケールは1msecのスケールの中にあり、一方、最大変換に対する時間のスケールは10mse
cの範囲内にあり得る。
【０１２８】
　前述のように、スケジューリング機能は、名目上、場合によってはメディアGoP持続時
間またはセグメント持続時間に関係する固定ブロックの時間を考慮し得る。より効率的な
GoP持続時間方式に対して、すべてのメディアがスケジューリングされ、いくつかの有意
な能力が、次の分析間隔(N+1)による潜在的使用のために(N)において利用可能なまま残さ
れ得る。そのような条件では、スケジューラは、次の分析間隔(N+1)からのメディアによ
って(N)においてこの能力を満たすことを試みることができる。これは、最早のパラメー
タを介してより早い間隔の送信を可能にする時間メタデータによって可能にされ得る。先
行する間隔の満たされた部分が知られると、物理層構成要素は、疑似固定の周期的フレー
ミング、たとえばATSC 3.0のブートストラップおよびプリアンブルで可能であるより早く
、メディアサービスの獲得を可能にする目的で提供される任意のフレーム同期要素を挿入
し得る。
【０１２９】
　図13は、メディアデータの複数の層に対するサービス獲得を可能にするために潜在的な
システムイベントに対応するステップのシーケンスを含む方法の一例を示す。すなわち、
図13は、獲得イベントの例示的なシーケンスを示すフローチャートである。図13の方法は
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、図1のコンテンツ準備デバイス20およびソースデバイス60、図5のシステム180、または
図9のシステム300など、本明細書に示す様々なデバイスおよびシステムによって実行され
得る。例および説明として、図13の方法は、図5のシステム180に関して説明される。
【０１３０】
　システム180は、リニアまたはアプリケーションベースリニアサービスの開始を可能に
するデータのシーケンスを配信する(350)。図13は、受信機におけるイベントの一般的な
シーケンス、ならびに関連するメタデータ、他のオブジェクト、およびサービス受信の一
般的な開始に関連するメディアファイルのシステム(180)配信の順序を示す。サービスの
この開始は、一般的に、チャネル数エントリ、チャネルアップ/ダウンキーエントリ、ま
たはサービスのガイド選択によって開始される(350)。物理層の獲得は、ブートストラッ
プまたはシステム同期パターンの受信によって開始される(352)。物理層に関連するシス
テムメタデータおよび追加のシステムメタデータの獲得は、プリアンブルまたは同様の物
理層記述メタデータの受信を介して達成される(354)。所望のPLP、または波形の中の他の
物理層パケットストリームのロケーションが識別されると、ALPを含む所望のパケットス
トリームが受信され、他の同様のカプセル化プロトコルは、パケットストリームID(PLP I
D)の、含まれるIPまたは他の同様のパケットストリームIDもしくはアドレスへのマップ(
相互参照)を含む(356)。プリアンブルまたは同様のもの(354)は、システム時間、サービ
ス構成(SLT)、可能なアラート情報(AEAT)など、サービスの詳細を識別するシステムメタ
データ(LLS)の存在を識別するフラグを含む(358)。LLS(358)において利用可能にされたSL
Tは、SLSにおけるサービスごとの詳細のロケーションを含む(360)。サービスを搬送するP
LPはまた、テレビジョンサービスがブラウザベースインターフェース内で動作することを
可能にし得るランタイムアプリケーションを含み得るアプリケーションを含み得る(362)
。存在する場合、アプリケーションは、サービス開始の前または後に開始し得る。関連す
るデータ受信によって駆動されるこれらのステップが完了すると、メディア再生は、IS(3
64)および関連するメディアセグメント(366)の受信および復号から開始され得る。次いで
、リニアまたはアプリケーションベースリニアサービスが始まり得る(368)。
【０１３１】
　MDEの端から端までの復号遅延は、セグメントレベルの復号より早い静的な時間である
。この静的オフセットは、MPD内のメタデータの存在、またはMDEのMPD再生を可能にする
ためにメタデータの値を変更するMPDのリライトを介して達成され得る。オフセットの値
は、第1のRAPがセグメントレベルから再生する時間に関連するMDEを介して第1のRAP再生
から決定され得る。
【０１３２】
　MDEのスケジューリングに関連する特徴は、以下を含み得る。
・獲得時間を最小化するためのメディアタイプおよびメタデータの時間的構成。
　○完全な配信を確実にするため、および多くのより小さいスケジュールされたオブジェ
クトを介して他のメディアとのインターリーブを試みることに関連する単純化として、よ
り早い最遅の時間をより小さいメディアデータタイプに提供すること。この方法は、スケ
ジューリングにおいてより大きい柔軟性、すなわちタイトな要件を有する多くのより小さ
いオブジェクトの代わりに、より多くの時間自由度を有する少数のより大きいオブジェク
トをもたらす。増加したスケジューリング柔軟性は、一般に、総合効率に関して優れた結
果をもたらす。
　○よりロバストな性能がオーディオおよび本質的メタデータに対して望まれるならば、
これらは、よりロバストな物理層パイプ内で一緒にスケジュールされ得る。
　○メディアタイプの特定のインターリーブが共通の配信パイプ内で望まれる場合、多重
化セグメントの使用が、実装するためにより単純であり得る。多重化メディアオブジェク
トの内部のサンプルが、配信/復号順序で提供される。
・任意の物理層同期ロケーションによって高速獲得を維持する方法。
　○名目上のロケーションの前にT-RAP配信を認識すること、すなわち名目上の物理層同
期または関連する名目上の分析間隔をトレーリングすること。
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　○現在のスケジューリングサイクルがすべての配信要求を満足したこと、すなわち名目
上のフレーム物理層期間に最遅ですべてのデータ要求が満足されたかどうか、に基づく適
応。
・送信機が知られているすべての秒およびmsecで開始しなければならないというルールを
利用してメディアGoP整合された分析間隔に物理層フレームの不正確な持続時間を適応さ
せる手段。(同期モードは、常に、規定によって同じ秒およびミリ秒で実行することにな
る。)シンボルモードは、常に、ATSC時間の秒およびミリ秒から開始する経過時間の整数
個のシンボルを維持することになる。(シンボルレートは、構成情報内で指定されるかま
たは構成情報から決定されるあらかじめ規定された値の間で変更され得る。)
　○分析間隔に対する名目上の位置をトレーリングする時間内に最も近い利用可能なシン
ボルロケーションにフレーム同期を割り当てること。
　○名目上の分析間隔位置を導くシンボル内の最も近い利用可能なロケーションにフレー
ム同期を割り当てること。
　○規定された分析間隔に対する物理層同期ベースの方式を基礎とする任意の他のルール
。
　○メディアGoPまたは同様の構造にリンクされた規定された分析間隔。
・GoPではなくセグメント持続時間に基づく分析間隔に基づく可能な低レイテンシ方法。
　○RAPセグメントに基づくプライマリレート管理。
　○失敗したPSNRまたは他の品質メトリックを補償するための非RAPセグメントをトレー
リングすることの調整。
【０１３３】
　本開示は、一般に、ROUTEまたはMMTなどのファイル転送プロトコル内でMDE、メディア
アウェアバイト範囲のロケーションを識別するために、単独でまたは任意の組合せで使用
され得る様々な技法を説明する。これらの技法は、明示的な記述、およびルールによる有
効パターンのマッチングまたは有効パターンの決定に基づき得る。これらの技法は組み合
わされ得る。組合せの順序についての制限はない。同様に、本開示はまた、物理層同期お
よび他の配信態様を編成するための技法の説明に対する背景として時間的態様を説明する
。これらの技法は、メディアに関連する分析間隔に対して変動するかまたは不正確な同期
ロケーションを有するシステム内で高速獲得を可能にし得る。
【０１３４】
　図14は、本開示の技法による別の例示的な方法を示すフローチャートである。図14の方
法は、図5のセンダ188または図9のセンダ312など、ファイルベースプロトコル送信ユニッ
トによって実行されるとして説明されている。説明の目的で、図14の方法は、図9のセン
ダ312に関して説明されているが、他のユニットがこの方法または同様の方法を実行する
ように構成され得ることを理解されたい。上記で説明したように、センダ312は、ファイ
ルベースプロトコル送信ユニット、たとえばROUTEプロトコルもしくはFLUTEプロトコル、
または他のファイルベース送信プロトコルに従ってデータを送信するユニットの一例を表
す。
【０１３５】
　最初に、図14の例では、センダ312は、1つまたは複数のMDEを含む1つまたは複数のセグ
メントを受信する(380)。たとえば、MDEは、セグメントの配信可能なバイト範囲に対応し
得る。次いで、センダ312はMDEロケーションを決定する(382)。一般に、センダ312は、MD
Eのロケーションをシグナリングする明示的な情報を受信しないが、代わりに、MDEのロケ
ーションを決定するためにセグメントのデータを処理するための本開示の技法のうちの1
つまたは複数を使用する。たとえば、センダ312は、上記で説明したように、パターンマ
ッチング技法またはMDEがいかにして識別され得るかを規定するルールを実行し得る。し
たがって、センダ312は、セグメント内のMDEを識別するためにパターンマッチング技法、
ルール、または他のそのような技法を使用し得る。
【０１３６】
　センダ312は、さらに、MDEに対する送信時間要件を決定し得る(384)。たとえば、セン
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ダ312は、セグメントに対応するマニフェストファイルのデータを分析し、マニフェスト
ファイルから送信時間要件を決定し得る。マニフェストファイルは、たとえば、DASHによ
るMPDを含み得る。送信時間要件は、上記で説明したように、MDEのうちの1つまたは複数
に対する最早の送信時間または最遅の送信時間のうちの一方または両方を表し得る。
【０１３７】
　最終的に、センダ312は、スケジューラ314および励振器/増幅器316などの物理層送信ユ
ニットに、MDEとMDEに対する送信時間要件を表すデータとを提供し得る(386)。このよう
にして、スケジューラ314は、励振器/増幅器316が、最早の送信時間より早くなくかつ/ま
たは最遅の送信時間より遅くなく、MDEのデータを送信するように、送信時間要件に従っ
てMDEの送信をスケジュールし得る。
【０１３８】
　このようにして、図14の方法は、ソースデバイスのファイルベースプロトコル送信ユニ
ットによって、セグメントを形成するソースデバイスのセグメンタからメディアデータの
セグメントを含むデータのストリームを受信するステップであって、セグメントの各々が
、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)またはユニフォームリソース識別子(URI)に
関連付けられたそれぞれの個別に取出し可能なファイルを含む、ステップと、メディアデ
ータのストリーム内のメディア配信イベント(MDE)のロケーションを決定するステップで
あって、MDEがセグメントのうちの1つの少なくとも一部分に対するデータを含む、ステッ
プと、MDEがクライアントデバイスに送信されるべき時間を表すMDEに対する1つまたは複
数の送信時間要件を決定するステップと、物理層送信ユニットに対する利用可能な配信ス
ロットに従ってソースデバイスの物理層送信ユニットにMDEと送信時間要件を表すデータ
とを提供するステップとを含む方法の一例を表す。
【０１３９】
　1つまたは複数の例では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。ソフトウェアにおいて実装さ
れる場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上
に記憶され得、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得、ハードウェアベースの
処理ユニットによって実行され得る。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体などの有
形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、たとえば、通信プロトコルに従っ
て、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を
含む通信媒体を含むことがある。このようにして、コンピュータ可読媒体は、一般に、(1
)非一時的な有形コンピュータ可読記憶媒体、または(2)信号または搬送波などの通信媒体
に対応する場合がある。データ記憶媒体は、本開示で説明する技法の実装のための命令、
コードおよび/またはデータ構造を取り出すために1つもしくは複数のコンピュータまたは
1つもしくは複数のプロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得
る。コンピュータプログラム製品がコンピュータ可読媒体を含んでもよい。
【０１４０】
　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、RAM、ROM、EEPROM、
CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記
憶デバイス、フラッシュメモリ、または、命令もしくはデータ構造の形式の所望のプログ
ラムコードを記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の
他の媒体を含み得る。また、いかなる接続も適切にコンピュータ可読媒体と呼ばれる。た
とえば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL
)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから命令が送信される場合、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかしながら、コンピュータ可読記憶媒体
およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号、または他の一時的な媒体を含まず、代わ
りに非一時的な有形記憶媒体を指すことを理解されたい。ディスク(disk)およびディスク
(disc)は、本明細書で使用するとき、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディスク
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(登録商標)(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピ
ー(登録商標)ディスク(disk)およびBlue-rayディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は、
通常、データを磁気的に再生する一方、ディスク(disc)は、データをレーザーで光学的に
再生する。上記の組合せはまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に同じく含まれるものと
する。
【０１４１】
　命令は、1つまたは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)、汎用マイクロプロセッサ、特
定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブル論理アレイ(FPGA)、または他の等
価の集積論理回路もしくは個別論理回路などの、1つまたは複数のプロセッサによって実
行されてよい。したがって、本明細書で使用する「プロセッサ」という用語は、前述の構
造、または本明細書で説明する技法の実装に適した任意の他の構造のいずれかを指し得る
。さらに、いくつかの態様では、本明細書で説明する機能は、符号化および復号のために
構成された専用のハードウェアモジュールおよび/またはソフトウェアモジュール内に設
けられてよく、あるいは複合コーデックに組み込まれてよい。また、技法は、1つまたは
複数の回路または論理要素において全体的に実施されてよい。
【０１４２】
　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路(IC)、また1組のIC(たとえば、チ
ップセット)を含む、様々なデバイスまたは装置において実施され得る。本開示では、開
示される技法を実行するように構成されたデバイスの機能的側面を強調するために、様々
な構成要素、モジュール、またはユニットが説明されているが、それらは、必ずしも異な
るハードウェアユニットによる実現を必要とするとは限らない。むしろ、上で説明された
ように、様々なユニットは、コーデックハードウェアユニットにおいて結合されることが
あり、または適切なソフトウェアおよび/もしくはファームウェアとともに、上で説明さ
れたような1つもしくは複数のプロセッサを含む相互動作可能なハードウェアユニットの
集合によって提供されることがある。
【０１４３】
　種々の例について説明した。これらの例および他の例は以下の特許請求の範囲内に入る
。
【符号の説明】
【０１４４】
　　10　システム
　　20　コンテンツ準備デバイス
　　22　オーディオソース
　　24　ビデオソース
　　26　オーディオエンコーダ
　　28　ビデオエンコーダ
　　30　カプセル化ユニット
　　32　出力インターフェース
　　40　クライアントデバイス
　　42　オーディオ出力
　　44　ビデオ出力
　　46　オーディオデコーダ
　　48　ビデオデコーダ
　　50　カプセル化解除ユニット
　　52　取出しユニット
　　54　ネットワークインターフェース
　　60　サーバデバイス
　　62　記憶媒体
　　64　マルチメディアコンテンツ
　　66　マニフェストファイル
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　　68　表現
　　68A　表現
　　68N　表現
　　70　要求処理ユニット
　　72　ネットワークインターフェース
　　74　ネットワーク
　　100　eMBMSミドルウェアユニット
　　102　ローカルサーバユニット
　　104　キャッシュ
　　106　eMBMS受信ユニット
　　110　DASHクライアント
　　112　メディアアプリケーション
　　120　マルチメディアコンテンツ
　　122　メディアプレゼンテーション記述(MPD)
　　124A　表現
　　124N　表現
　　126　ヘッダデータ
　　128　セグメント
　　128A　セグメント
　　128N　セグメント
　　130　ヘッダデータ
　　132A　セグメント
　　132N　セグメント
　　150　ビデオファイル
　　152　ファイルタイプ(FTYP)ボックス
　　154　動画(MOOV)ボックス
　　156　動画ヘッダ(MVHD)ボックス
　　158　トラック(TRAK)ボックス
　　160　動画延長(MVEX)ボックス
　　162　セグメントインデックス(sidx)ボックス
　　164　ムービーフラグメントボックス
　　166　動画フラグメントランダムアクセス(MFRA)ボックス
　　180　システム
　　182　ピクチャグループ(GOP)持続時間メディアバッファ
　　184　メディアエンコーダ
　　186　セグメンタ
　　188　センダ
　　190　スケジューラ
　　192　フレーマ
　　194　励振器/増幅器
　　196　レート制御
　　198　システム管理ユニット
　　200　明示的メディア配信イベント(MDE)識別子
　　202　ネットワークアブストラクションレイヤ(NAL)ユニット形式
　　204　送信時間要件
　　206　バイト範囲の形式
　　208　送信時間要件
　　210　MDEデータ
　　212　物理層データ配信イベント(DDE)のベースバンド記述
　　250　ビデオフレーム
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　　252　ビデオフレーム
　　254　ビデオフレーム
　　256　ビデオフレーム
　　258　ビデオフレーム
　　260　ビデオフレーム
　　262　ビデオフレーム
　　264　ビデオフレーム
　　266　ビデオフレーム
　　268　ビデオフレーム
　　270　ビデオフレーム
　　272　ビデオフレーム
　　274　ビデオフレーム
　　276　ビデオフレーム
　　278　ビデオフレーム
　　280　ビデオフレーム
　　282　ビデオフレーム
　　284　ビデオフレーム
　　286　ビデオフレーム
　　288　ビデオフレーム
　　290　ビデオフレーム
　　292　ビデオフレーム
　　294　ビデオフレーム
　　296　ビデオフレーム
　　300　システム
　　302　システム管理ユニット
　　304　レート制御
　　306　GoP持続時間メディアバッファ
　　308　メディアエンコーダ
　　310　セグメンタ
　　312　センダ
　　314　スケジューラ
　　316　励振器/増幅器
　　320　NALユニット
　　322　送信時間要件
　　324　MDE
　　326　送信時間要件
　　328　ネットワークベースの配信ユニット
　　330　物理層DDEのベースバンド記述
　　332　分析持続時間遅延
　　334　サンプル
　　336　送信機およびスタジオ送信機リンク(STL)遅延
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